
情報学部情報システム学科 

学学士士課課程程教教育育ププロロググララムム  

  

11．．学学科科のの目目的的  

 情報学部情報システム学科は、情報処理システムや情報通信システムに関する知識と技術を有し、研究から得られる多彩な知

恵と創造力をもって、社会の多方面で活躍できる人材を育成することを目的とする。 

 

22 教教育育のの目目的的とと学学位位授授与与のの方方針針  

 本学の教育は大きく分けると「教養力」と「専門力」の育成に分類され、それぞれ次のような教育の目的と学位授与の

方針となっています。 

22．．11 教教育育のの目目的的  

 教養力の育成とは、本学在学中はもとより、社会人として活動するために必要な基礎力の鍛錬と人格を含めた自己

形成がその主な内容となります。命の大切さを知り、われわれを取り巻く社会や自然、さまざまな文化活動について、

幅広い学問領域の学識の一端に触れることで課題を発見し、主体的に考え、必要に応じて自ら行動できる人間力の

豊かな人物を養成します。仲間とコミュニケーションをはかり、協働し合い、自分で自分を磨き上げる苦労と喜びへと

促します。 

専門力の育成とは、目まぐるしく変化する情報社会のどこにおいても、情報機器やネットワークの仕組みを理解し、その開発、活

用に貢献できる人材を育てることです。 

今日の私たちの生活は情報技術なしでは考えられません。パソコンやスマホでいろいろなアプリを使ったり、インターネットで世

界中の情報を集めたりするのが当たり前になっています。 

また、工場の生産現場ではロボットが大活躍し、鉄道、航空、道路の交通システムの管理や医療、災害対策にも欠かせない存

在になっています。そして目には直接見えない形でも、家電製品や自動車にたくさんのコンピュータが組み込まれて私たちを助け

てくれています。 

こうしてコンピュータシステムやネットワークが現代社会のインフラ（基盤的設備）となっているので、それを維持しさらに発展させ

るためには「使う人」だけでなく「発明する人」、「作る人」、「守る人」が必要なのです。つまり、たくさんのコンピュータを使いこなして

ネットワークシステムを組み立て保守する人、あるいは小さなコンピュータを組み込んだ装置を作る人が要るのです。 

さらに、新たな情報技術として IoT（Internet  of  Things）が注目され、活用されています。IoTのもとでは、いろいろなコ

ンピュータシステムがインターネットにつながり、相互協調や情報処理によって自動化や利便性の向上が実現、提供され

ています。 

IoTを構成する技術としては、計測・制御を含めたコンピュータシステム（端末（モノ））技術と各コンピュータシス

テムをつなぐ情報ネットワーク技術そしてネットワークに接続された多くのコンピュータシステムから得られる情報

をビッグデータやクラウドさらにはAIによって処理・判断するような応用情報技術があります。 

このような情報技術の新しい流れに対応するため、情報システム学科では、IoT を構成するコンピュータシステム、情報ネ

ットワークおよび応用情報処理の3つの学びを選択できるようにカリキュラムを構成しています。これらの学びにおい

て、情報表現やコンピュータの動作原理、人間と機械のインターフェースなど、情報の基本を学ぶことは共通です。そして情報技

術者の最大の武器であるプログラミング能力の習得にも力を入れます。 

コンピュータシステムに関しては、コンピュータのハードウェアとソフトウェアの両面に精通し、計測・制御システム、情報通信機

器そして組み込みコンピュータシステムについても学習して、設計から製造、運用・保守まで様々な場面で応用できる知識の習

得を目指します。 

情報ネットワークに関しては、コンピュータおよびネットワークの両方に精通し、今後も拡大し続けるネットワーク環境に柔軟に対

応するための講義・演習を展開することで実践的な能力の習得を目指します。 

1



応用情報に関しては、ディジタル信号処理や音声・画像処理等の情報処理技術をはじめとして人工知能等の基礎理論を学び、

処理・判断へ応用展開できる学力の習得を目指します。 

情報システム学科の卒業生は東海地方を中心に全国の製造業、情報通信業、情報サービス業、そしてアミューズメント業まで

多方面に飛びだって行きます。そしてそれぞれの分野において、情報システム学科で学んだ知識とその応用能力を大いに発揮

しています。 

こうした「頼れる」情報技術者を育成するため、情報システム学科では以下に示す教育目標と人材の養成目標を設定していま

す。 

① ハードウェアとソフトウェア、理論と応用の両面を学習し、コンピュータの原理を理解する。

② 徹底したプログラミング演習を通して、コンピュータの特性を深く理解する。

③ 人工知能、組み込みコンピュータシステム、ネットワークプログラミングなどの高度・先進的なコンピュータ

技術を学ぶ。

④ 講義と演習による実践的教育により、課題探求能力と課題解決能力を身につける。

⑤ 技術者倫理、インターンシップなどの関連科目を学び、社会的使命感・責任感を醸成する。

22．．22 学学位位授授与与のの方方針針  

情報システム学科では、以下の力を備えた者に学位を授与します。 

（（教教養養力力））  

１．英語の習得に積極的に取り組み、英語力を向上させ、基礎的なコミュニケーションを行うことができる。 

２．外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応するための素養を身につけることができる。 

３．規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学習生活の基礎を身につけている。 

４．豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔軟に考えることができる。 

５．市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多様性を踏まえた適切な行動が選択できる。 

６．自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識ある判断を下すことができる。 

７．現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりながら問題解決に当たることができる。 

８．情報学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。 

（（専専門門力力））  

 ９．情報学分野における基礎理論を理解し自らの問題に応用できる。 

１０．情報学分野の専門知識と理論を理解し他者と深く議論できる。 

１１．実験・実習を通して理論と現象を結びつけて分析・理解・説明できる。 

１２．課題解決に必要なツールを探索し使いこなし自らのスキルを向上できる。 

１３．研究的活動も含め、実験・実習を通して問題発見・課題解決できる。 

33．．標標準準教教育育ププロロググララムム  

標準教育プログラムとは、本学で学ぶ皆さんが、上に示した教育の目的と学位授与の方針に到達するために4年間で身につけ

ることが必要な知識や能力の骨格を「教養力」と「専門力」に分けて定めたもので、これは、本学の教育課程編成・実施の方針に基

づき作成されています。情報システム学科の標準教育プログラムは、以下の（1）～（9）になります。 

（（教教養養力力））  

（（11））社社会会人人ととししてて活活動動すするるたためめにに必必要要なな汎汎用用的的なな能能力力をを身身にに付付けけるる

汎用的とは基礎的かつあらゆる活動への応用が効くベースとなるものを意味します。本学のカリキュラム体系は三

つの群、すなわち人間科学科目群、専門基礎科目群、専門科目群に大別されます。その人間科学科目群Ａグル

ープにおいては、初年次教育、外国語の中でも英語の基礎的リテラシー、体育実技を通じて、主体的な学びの姿
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勢、コミュニケーション力と国際性、健康管理と生涯スポーツの意識を高めます。また英語の上級者や意欲あふれ

る学生は、資格取得等につながるハイレベルクラスでさらに磨きをかけてもらいます。 

 

（（22））社社会会人人ととししてて必必要要なな文文化化、、社社会会、、自自然然のの一一般般的的知知識識とと思思考考すするる力力をを身身にに付付けけるる  

 人間科学科目群Ｂグループにおいては、講義系科目と演習系科目を連動的に開設しています。講義系科目には

人文、社会、自然科学分野とこれらの複合領域に属する基本的な科目が用意されています。諸科学の基礎を学ぶ

ことで、人間とこころ、歴史文化、国際情勢や社会の仕組み、科学的なものの見方、地球環境等に関して幅広い知

見を身に付けてもらいます。ひいてはこうした経験が、多面的なものの見方や他者理解と同時に、節度と意欲を兼

ね備えた主体的な自己の確立に大きく寄与することになるでしょう。 

 また少人数で実施する演習系科目では、履修者が自ら課題を設定し、その問題解決に向けて授業担当者の指導

のもと行動を起してもらいます。深く探究し、語り合い、これが思考力の訓練となることはもちろんですが、この実践

的体験から新たな興味がまた芽生え、以前は関心の薄かった講義系科目、演習系科目履修への新たな誘因となる

ことが望ましいです。 

 

（（33））情情報報科科学学のの基基礎礎ととししててのの数数学学、、自自然然科科学学をを活活用用すするる力力をを身身にに付付けけるるここととががででききるる  

    情報科学のさまざまな分野で、多くの自然科学の知識が用いられます。特に、力と動きの関係、熱や電気の性質を理解する

ために物理学、材料の特性と、自然環境を理解するために化学が必要となります。また情報科学の各分野、物理学、化学で用

いられる数式を理解し、応用するために数学が必要となります。専門基礎科目群においては、これらの、情報科学系分野の基

礎となる数学、物理学、化学を学びます。それぞれの専門分野において、既存の知識を身につけるだけでなく、創造的な仕事

をする上でも、これらの基礎知識がしっかり身に付いていることが重要です。 

 
（（専専門門力力）） 
（（44））ココンンピピュューータタのの構構造造やや原原理理、、ププロロググララミミンンググ技技術術をを学学びび、、ココンンピピュューータタ技技術術のの基基礎礎をを固固めめるる  

     コンピュータおよびその周辺装置は電気回路・電子回路でできています。回路を学ぶことはコンピュータを学ぶ第一歩です。

また、コンピュータはプログラムによってその動作が与えられます。プログラムの作成には理論も必要です。回路、コンピュータの

構造、ＯＳ、プログラミング、理論を学習し、コンピュータ技術の基礎を固めます。電気回路では抵抗、コイル、コンデンサの組み

合わせにより各種の回路が構成され、電源の周波数に応じて電流・電圧特性が変化するという基本的な動作原理について理

解します。電子回路では能動素子（トランジスタなど）を組み合わせて実現される論理動作を理解します。コンピュータの構造で

は、コンピュータの命令が演算回路により実行される様子を学習します。ＯＳでは Windows や UNIX などの代表的なＯＳの構造

を学びます。プログラミングではＣ言語、Ｊａｖａ言語などを学び、理論では情報理論、オートマトン・言語理論、アルゴリズムとデー

タ構造に関する理論などを学びます。また高校における数学、物理の履修履歴が皆さんそれぞれに異なっていますので、数学、

物理の基礎的な部分を固めて以後の専門科目の履修に備えます。 

（（55））ココンンピピュューータタののハハーードドウウェェアアととソソフフトトウウェェアアをを学学ぶぶ  

       コンピュータには様々な装置が、直接的に、あるいはネットワークを介して接続されます。それらの動作はプログラムによって

コントロールされます。様々な装置が接続されたコンピュータシステムは、無駄のない効率的な処理を行なえるように工夫され

ています。すなわち、ハードウェアの特性や特徴を前提としたハードウェアの制御、プログラムの処理速度やプログラムの異常

処理の方法などに関する工夫です。情報技術者を目指す皆さんはこれらの工夫を学ぶことにより、ハードウェアとソフトウェアを

バランスよく学習します。 

（（66））ココンンピピュューータタをを組組みみ込込んんだだ応応用用シシスステテムムのの構構築築技技術術をを学学ぶぶ  

自動車、家電、情報通信機器などには多数のマイコン（マイクロコンピュータ）が組み込まれています。マイコンもコンピュータ

ですから、その基本原理はコンピュータと同じです。しかし、組み込みコンピュータは、皆さんが普段使っているパソコンとは使
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い方が違います。例えば、ＣＰＵやＯＳがパソコンとは違っています。また、組み込みシステムには各種のセンサがつながってい

て、センサを通じて外部の情報がマイコンに入力されます。さらに、マイコンの出力が電気信号となって、モータを回転させたり、

ライト（ＬＥＤ）を点滅させたりします。このような組み込みシステムの構築について学びます。これには制御工学、計測工学の知

識も必要となります。 

（（77））ネネッットトワワーーククのの構構造造ややネネッットトワワーーククププロロググララミミンンググななどどののネネッットトワワーークク技技術術をを学学ぶぶ  

インターネットの発展には目覚しいものがあります。最近では素人でもインターネットに接続し、利用することができるようになり

ました。単にネットワークを利用するだけならば情報技術の素人にも問題はありません。しかし、情報技術者はそれだけでは済

みません。トラブルが起きてもすぐ対処できる、システムの改善や改良を立案できる、実行できる、そうした「頼れる」情報技術者

は、ネットワークの構造や原理を確実に知っておくことが必要となります。ネットワークを構成するケーブル、無線通信などのハ

ードウェアから、通信方式、通信規約（ネットワークプロトコル）などのネットワークの原理、さらにネットワークプログラムの作り方に

ついて学びます。ネットワークプログラムはネットワークに関わるプログラム部品（ライブラリ）を使いますので、ネットワークの原理

を知っておくことが必要となります。 

（（88））人人工工知知能能ななどどのの先先進進的的ソソフフトトウウェェアア技技術術、、ハハーードドウウェェアア技技術術をを学学びび、、将将来来をを展展望望すするる  

コンピュータを人間の代わりとして利用するためには、人間が知覚する画像や音声の情報をコンピュータに処理させることが

必要となります。さらに、人工知能などのソフトウェア技術や新しいハードウェアが次々と開発され、これまで考えられていた以上

に広い範囲でコンピュータが人間の仕事をするようになっています。コンピュータの先進的な利用技術を学び、皆さんが将来関

わる仕事がどのように変わっていくかを展望します。 

（（99））ココンンピピュューータタググララフフィィッッククスス、、ＷＷｅｅｂｂ技技術術、、情情報報セセキキュュリリテティィ技技術術をを学学ぶぶ  

魅力的なＷｅｂページは企業にとって重大な関心事となっています。Ｗｅｂページを魅力的なものとするために、コンピュータグ

ラフィックスが活用されています。企業のＷｅｂページには、そうした見栄えのよいコンテンツ（情報の中身）だけでなく、注文・生

産・発送などの業務処理を実現するためのアプリケーションも組み込まれています。そのようなシステムの実現には、最新のＷｅ

ｂ技術や情報セキュリティ技術などが使われています。このような、コンピュータのコンテンツに関わる技術について学びます。 

 

44．．標標準準教教育育ププロロググララムムかからら見見たた教教育育課課程程のの位位置置づづけけ  

 3項で説明した標準教育プログラムは、4年間で身につけることが必要な知識や能力の骨格を示したものですので、皆さんが学

修を進めていくためには、学修の達成に必要な授業科目が記された教育課程が必要です。 

 本学の教育課程は、授業科目を順次的・体系的に配置したうえで、①授業科目の順次性・体系性と学位授与の方針との関係性

を説明するためのカリキュラム・フローチャートとカリキュラムマップが準備され、②授業科目ごとに学修到達目標を定め、さらに、③

皆さんが進みたい進路の参考とするため、履修モデルも準備されています。 

 図－1は、標準教育プログラムに基づく教育課程の概念図をまとめたものです。教育課程は、人間科学科目群、専門基礎科目

群、および専門科目群の3つの群に分類されています。なお、教育課程を構成しているそれぞれの授業科目の具体的な開講期

と単位数などを示したものは、別に示す「開講科目一覧」に表しています。 

 以下にそれぞれの授業科目の授業内容および達成目標について説明します。 
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図－１ 情報システム学科の教育課程の概念図  

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

数学・物理科目

　基礎数学セミナ

　数学基礎

　解析学１，２ 　解析学３，常微分方程式

　線形代数１，２ 　線形代数３

　情報数学 　確率・統計，情報統計学

　基礎理科セミナ

　力学，電磁気学

導入科目

　情報システム入門セミナ

　情報概論

　情報処理基礎

　コンピュータハードウェ ア基礎

　プログラミング入門

　情報ネットワーク概論

　基礎電気回路

基幹科目

　プログラミング１ 　プログラミング２ 　アルゴリズムとデータ構造２

　電気回路１ 　アルゴリズムとデータ構造１ 　数値計算法

　コンピュータアーキテクチャ１，２

　オペレーティングシステム

　情報ネットワーク１，２

　情報理論

　オートマトン・言語理論

　電気回路２

　情報演習Ａ，Ｂ 　情報演習Ｃ，Ｄ

展開科目

共通科目

　信号処理基礎 　ソフトウェ ア工学 　分散処理

　コンパイラ構成法 　情報システム最新技術

　オブジェ クト指向プログラミング 　ＣＡＤ

　データベース

　ディジタル信号処理

　ディジタル回路

　電子回路 　

　制御工学 　リアルタイムシステム

　コンピュータセンシング

　コンピュータコントロール

　組込システムプログラミング

　ネットワークシステム 　情報セキュリティ

　ネットワークコンテンツ 　通信工学

　ネットワークプログラミング

　パターン情報処理 　自然言語処理

　音声画像処理 　ソフトコンピューティング

　人工知能

関連科目

　インターンシップ（学外研修） 　技術者倫理

　知的財産権論

卒業研究

　セミナ１，２

　卒業研究

人間科学科目群

専

門

基

礎

科

目

群

専

門

科

目

群

情報ネットワーク系科目

コンピュータシステム系科目

応用情報系科目
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44．．11  人人間間科科学学科科目目群群                                                                                                                                                            

（（11））教教育育内内容容  

aa..  人人間間科科学学科科目目群群  ＡＡググルルーーププ  

①①フファァーースストト・・イイヤヤーー・・セセミミナナ    

ファースト・イヤー・セミナ（First Year Seminar、略してFYS、初年次セミナ）とは、新入生である皆さん方全員に、今後４年間の大学

教育に不可欠な「「学学習習技技法法（（ススタタデディィ・・ススキキルルズズ））」」を習得してもらう科目です。いわば「「大大学学ででのの学学びび方方」」をを学学ぶぶ授授業業科科目目

です。 

実は、皆さんが高校まで普通だと思ってきた勉強の仕方と、大学での学びの方法はずいぶん違うところがあるのです。この方法

の違いを理解した上で、「大学での学び方」に早く習熟し、積極的に大学の授業に参加してほしいのです。この点はとても大切で

す。大学での授業に戸惑ったり、どうにも積極的に参加できなかったり、せっかく勉学に打ち込んでもそれが空回りに終わって、４

年たっても実を結ばない、こうしたことの原因の一半には、大学での学び方（つまり知的レベルをステップアップする方法）のベース

ができていないことが大きく関わっていることが分かっています。 

この授業は次のように５つのパートでできています。 

Ⅰ 大学で学ぶとはどういうことか 

Ⅱ 効果的な授業の聴き方、効率的なノートのとり方、テキストの的確な読み方 

Ⅲ 知的収蔵庫である大学図書館の利用法 

Ⅳ 文章の書き方の基本、レポート作成のルール、およびその実践 

Ⅴ 効果的なプレゼンテーションのさまざまな方法とその実践 

この授業の第一のねらいは、「大学での学び方」を習得してもらうことで、皆さんが本学の教育にスムーズに適応できること、言い

かえると皆さんが手応えをもって大学生活を送ることができるよう手助けをするところにあります。しかしそれだけではありません。皆

さんが社会に出、職業人として、あるいは市民として、豊かに生きていこうとするとき、自己表現スキルや、他者とのコミュニケーショ

ン・スキルの必要性をきっと感じることでしょう。それらを可能にするのも、この授業が基盤となります。そうした最低限の知的技法も

ここには盛り込まれています。 

こうした事項について、少人数クラスで初歩からみっちりと学んでもらいます。皆さんはこの授業において、何より自分の知的ス

テップアップを信じて、全力でこれに応えねばなりません。 

 

②②  外外国国語語科科目目  

外国語を学習することには２つの重要な事項があります。第１はコミュニケーションの手段としての言語能力の習得です。グロー

バル化の著しい今日においては外国語、特に英語によるコミュニケーション能力は 21 世紀を生きる上で不可欠となります。第２は

その言語の背景にある文化や思考を学ぶことです。言語の背景にある文化やものの考え方を理解することなく言語を学ぶだけで

は思わぬ誤解やトラブルに巻き込まれることにもなりかねません。技術者にとっても外国語の能力の習得はますます重要になって

きています。 

 そのような外国語の学習には基礎的な事項の反復学習が大切になります。大変に思うかもしれませんが、外国語学習というのは

努力をすればするほど成果も見込めるのです。本学では、1 年次に「資格英語 1・2」と「英語スキル 1・2」、2 年次には「英語スキル

3・4」を必修科目として開講しています。さらに、3 年次でも外国語科目を学びたい人のために「実践英語 1・2（資格コース）」、「実

践英語1・2（スキルコース）」という選択科目を開講しています。 

 

③③  健健康康科科学学演演習習  

ヒトは外界の刺激と内的な意思活動により、身体運動を通して健康が維持増進されます。またヒトには本来運動欲求が存在しま

す。この運動欲求は、乳児の半ば反射的な運動から青年期の意図的・自発的運動へと変化していきます。本学の健康科学の科

目はこの運動欲求をより促進させるように考えられています。 

健康科学演習は、1 年次にＡ、Ｂを配当しています。これは、おもに個人の健康を促し、個人の運動能力の開発・維持・向上を

目的とし、生涯スポーツとして運動を維持させる基盤を青年期のうちに身につけることを目的としています。 

大学における健康科学演習は、週 1回の実技で体力を向上させようとはしていません。なぜならば、週 1回の運動では、トレー

ニング効果は期待できないからです。ではなぜ大学で体育実技が必要であるかといえば、この授業で学生諸君が将来（生涯スポ
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ーツとして）も運動を継続して行えるような素地を身につけることと、スポーツを通じて集団を意識し、社会集団に対する適応力を

向上させるといった大きな目的を持っているからです。 

 

④④  基基礎礎英英語語セセミミナナ  

基礎英語セミナでは、基本的な英単語を習得することと、習得した英単語を文脈のなかで正しく理解することを目標にします。

一目ですぐに認識できる語彙を多量に獲得することは、英語を読んだり、書いたりするうえで大きな力となるだけでなく、英語を聞

いたり、話したりするうえで不可欠な力となってきます。英語による学術的探求とコミュニケーションの礎になる力が、十分な練習を

通して養成されることになります。なお、3年次修了までにこの科目を修得できなかった場合には、4年間で卒業することができなく

なります。 

 

ｂｂ．．人人間間科科学学科科目目群群  ＢＢググルルーーププ  

大同大学の教育課程（カリキュラム）は、三つの科目群に支えられています。一つはそれぞれの学科や専攻でおもに学ぶ専門

科目群、あとの二つは専門基礎科目群とここで説明する人間科学科目群です。人間科学科目群は上記 FYS と語学や体育の実

技を含む A グループと B グループから成り立っています。なかでも B グループには、人間、こころ、文学、歴史、文化、政治、経

済、社会のしくみや国際情勢、さらには身の回りの自然環境から広くは宇宙それに自分たちの生命や健康問題に至るまで、実に

さまざまなテーマを扱う授業科目が配置されています。 

開講が予定されているこれらの講義系と演習系の科目はすべて、皆さんにできるだけ多様な刺激を知的にも身体的にも与える

ことができるようにと工夫されたものばかりです。そのねらいはというと、トータルな人間教育に他なりません。言い換えると、皆さん

が今をタフに生き、将来を担う一市民としての教養に気づいていただき、それに磨きをかけてもらえるようにと、これが何を措いても

本科目群の大目的です。大学での専門教育はもちろん重要です。しかしそれを世の中に役立てながらも、一人ひとりが社会の中

で楽しく豊かな人生を創出していくためにはやはり「教養」が欠かせません。本学では「教養」として、とくに「「ココミミュュニニケケーーシショョンン力力」」、

「「自自らら考考ええるる力力」」それと「「協協働働力力」」に重点を置いています。こうした点で皆さんがますます自分らしさを発揮できるよう、B グループ

ではさまざまな授業内容を取りそろえていますから、できるだけ偏りを作らず履修し、修得することが望まれます。 

現在、私たちは 21 世紀初頭に身を置いています。日本でも世界でも、世の中は目まぐるしく変化し続けています。良いことも好

ましくないことも瞬時に地球規模で拡散し、われわれはグローバル社会の一員であることを余儀なくされています。とくに日本は超

高齢化社会に突入しており、不透明で不確実な時代の到来がそこかしこで言われています。それでも世界は飽くなきマネーフロ

ーと途轍もないテクノロジーの進化を介してさらに緊密に結びつくと同時に、かたやアメリカ南北大陸圏、アジア圏、欧州・アフリカ・

中東圏でのちょっとした歪が、すぐにも世界各国に対して経済的にも政治的にも甚大な影響をもたらします。さらに今後は AI（人

工知能）や IoT（モノのインターネット）に代表される技術革新によって人間の働き方が様変わりするばかりか、われわれの想像力の

そのまた先を行くほどの近未来社会が待ち受けているようです。世界がより便利に、より快適な生活を享受できるようになることは

好ましいですが、日本の社会を見ても逆に格差社会などが一部現実のものとなりつつあるのは見逃せません。 

そこで皆さんに具体的に求められていくのは、こうした時代を生き抜いていくための知恵や活力を自ら引き出して伸ばしていくこ

とです。そのためには今を知り、そこから課題を見つけ出し、いろいろな角度から考え、そして解決策を自分であるいは仲間と協働

しながら探り当てていく知とパワーが不可欠です。そして何よりも一人ひとりが自分の人生を存分に味わい、楽しめる力を発揮する

ことが求められます。 

大学では、人間と社会をよく知るためにも、人文・社会科学の学問分野の知見や見識が大切な役割を果たします。人文科学分

野では、日本文学、外国文学、哲学、歴史学、文化人類学、心理学が人間の営みや心の働きを扱い、社会科学分野では法学、

経済学、政治学、社会学、社会調査の方法、現代社会論、リベラルアーツ特別講義が社会の仕組みから国際情勢の展望にまで

皆さんを誘います。 

また自然科学のアプローチから宇宙、地球、生命、身体そのものを知ることに加えて、われわれの生活環境や健康を見直す諸

科目も開講されています。自然科学概論、環境科学、地球科学、認知科学、生物学、健康科学の諸科目が、有益性と危険性を

あわせ持つ科学技術、人間が生きる舞台としての地球環境、またヒトとしての人間、人間の心身・健康に焦点を当てて

います。 

2 年次、3 年次には、「リベラルアーツ実践演習」として、アクティブ・ラーニングや PBL（問題・課題解決型授業）を意識した少人

数科目を開設しています。 
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大大学学ででのの勉勉学学はは、、確確かかにに与与ええらられれたたももののをを繰繰りり返返しし習習いい覚覚ええるる地地道道なな作作業業とと同同時時にに、、何何がが問問題題ででそそのの解解決決ののたためめににははどどうう向向

きき合合ええばばよよいいののかかににつついいてて自自分分自自身身がが考考ええ始始めめ、、仲仲間間とと語語りり合合いい、、行行動動ををおおここすすととこころろにに楽楽ししささのの発発見見とと醍醍醐醐味味ががあありりまますす。 

 皆さんにとって、人間科学科目群Bグループがその糸口となることを願っています。 

（（22））  学学修修到到達達目目標標  

人間科学科目群の学修到達目標は、学位授与の方針と各授業科目との関係性を示すカリキュラムマップにまとめて示していま

す。  

44．．22専専門門基基礎礎科科目目群群  

（（11））教教育育内内容容  

専門基礎科目とは、皆さんが今まで身につけてきた知識や能力を大学での専門教育につなげるための科目です。専門基礎

科目群では、数学、物理と専門の導入科目を学習します。これらの科目は、主に１年次の前期（１期）から２年次後期（４期）までに

開講されます。 

以下では、専門基礎科目群の概要を説明します。なお、各科目で何を学んで、どんな知識を習得するかに関しては、科目別

の学修到達目標としてカリキュラムマップにまとめています。 

①① 導導入入科科目目（（計計77科科目目）） 

情報システム入門セミナ、情報概論、情報処理基礎、コンピュータハードウェア基礎、プログラミング入門、 

情報ネットワーク概論、基礎電気回路  

情報システム入門セミナでは、学科の標準教育プログラムから、安全、キャリア（就職関連）まで大学生活に関わる様々なことを

学び、教員の教育研究活動の説明を聞いて専門分野への興味を喚起します。情報概論では、情報の表現方法やコンピュータの

仕組みに関するもっとも基礎となる原理から情報科学の面白さを学びます。情報処理基礎では、コンピュータ内部の演算処理で

ある２進数の演算のほか、コンピュータを構成する基本的な論理回路、基本的な動作や命令を学びます。コンピュータハードウェ

ア基礎では、ディジタル回路の基礎となる基本論理回路とそれらの組み合わせにより構成される回路、その回路を実現する方法

を学びます。プログラミング入門では、コンピュータ操作の基礎（タイピング、電子メールなど）および HTML と JavaScript によるプロ

グラミングの基礎を学びます。情報ネットワーク概論では、情報を送受信する技術を学んだうえで、インターネットで使用されるプロ

トコル（通信規約）について学びます。基礎電気回路では、情報機器を構成する電気回路や電子回路の仕組みを理解するため

に必要となる基礎を学びます。 

②② 数数学学物物理理科科目目（（計計１１33科科目目））  

線形代数１、線形代数２、線形代数３、数学基礎、解析学１、解析学２、解析学３、常微分方程式、情報数学、確率・統計、

情報統計学、力学、電磁気学  

線形代数１、線形代数２、線形代数３では、２つのものの間に成り立つ関係のうち、もっともシンプルで多くのことの基礎となるの

は「比例する」という関係ですが、この比例関係を多くのものの間の関係に拡張したものが、ここで学ぶ線形性と呼ばれる考え方で

す。これを学ぶことにより、理工系のみならず経済学、社会科学においても重要な、２つ以上のものの間に成り立つ関係をつかむ

目が養われます。また線形性は平面や空間の幾何とも関係し、特に空間図形を把握する練習としても、線形代数の授業を活用し

てもらいたいと思います。 

また、解析学１、解析学２、解析学３、常微分方程式では特に、近代科学技術文明の基礎とも言えるニュートン、ライプニッツに

始まる解析学を、段階を追って学習していきます。変化の割合を表す微分法と、面積や体積を求める積分法とがどこでつながる

のか。無限とか極限とかいう言葉がよく出てくるが、どういう意味なのか。こういったことをしっかり考えて学習することにより、解析学

の基本的な考え方が身につき、数式とその表すものとの関係がわかるようになります。さらに常微分方程式を学ぶと、変化の割合

がみたす式より将来を予測することが出来るようになり、自然の中に存在する因果関係（何が原因で何が結果か）にも目が向かうよ

うになるでしょう。 

また高等学校までの数学教育の多様化に対応し、他の数学系科目および自然科学、情報学系専門科目への準備となる科目

として、数学基礎を開講しています。この科目の受講対象者は入学時に実施する学力試験の結果に基づいて決定され、受講対

象者には１年前期に解析学１に先んじて、特に大学での専門教育に直結する基礎的な数学を精選して教授します。 
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情報数学では、集合論・代数系・グラフ理論など離散数学について学び、情報技術を数学的に捉えて論じる力を身につけます。

確率・統計、情報統計学では、確率の性質、確率変数、確率密度関数、正規分布関数などの統計学の基本を学びます。また表

計算ソフトウェアの関数機能を使って、実際に統計分析の演習を行ないます。これにより情報を定量的に扱うための基本的な考え

方を学びます。 

情報学部の物理学系科目には、力学と電磁気学があります。力学とは物体の運動を知ることを目的とする理論であり、その理

論体系には自然科学と自然科学を応用する工学・情報学の考え方の基礎が集約されています。力学では、ベクトルと微分積分を

利用して、力の合成・分解や、物体の運動方程式を解くことで物体の運動を決定する方法を学びます。物事を理路整然と把握す

る考え方の具体例として、力学を学ぶと良いでしょう。電磁気学という理論体系は、電気回路や有線・無線通信の基礎です。電磁

気学では、ベクトルと微分積分を使って電磁気現象の基礎法則の学習を通して、電子機器や電子部品の内部で起きる現象やそ

のメカニズムを理解する基礎を学びます。なお、電磁気学の中で、力学の考え方を応用する場面が随所に出てきます。電磁気学

を学ぶ前に、力学を学んでおくことが必要です。 

（（２２））学学修修到到達達目目標標  

以上に述べた内容を確実に理解し、自分のものとして活用できるレベルにする必要があります。学修到達目標は、具体的にど

のような項目についてそれが達成されるべきかを示したものです。各科目の学修到達目標は、学位授与の方針と各授業科目との

関係性を示すカリキュラムマップにまとめて示しています。  

 

（（３３））基基礎礎数数学学セセミミナナ・・基基礎礎理理科科セセミミナナ  

    アア  [[数数学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎数数学学セセミミナナ  ）） 

  基礎数学セミナでは、数式を一目で把握し、スムーズに計算できることを目標にします。「何とかできる」ではなく「一目でスムー

ズにできる」ことが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習が必要です。なお、３年次修了までにこの

科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 

   イイ  [[物物理理・・化化学学関関係係科科目目]]（（基基礎礎理理科科セセミミナナ  ））  

  大学で学ぶ科目の中には、理科の基礎知識を必要とするものが、物理・化学だけではなく、専門科目にも多くあります。基礎理

科セミナでは、大学で学ぶ上で最低限必要となる基礎的な数値計算や単位の取り扱い、および自然科学的な基礎知識を身につ

けることを目標とします。「何とかできる」ではなく「スムーズにできる」ことが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分

な量の練習が必要です。なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 

 

44．．33  専専門門科科目目群群  

（（11））教教育育内内容容  

専門科目群の授業科目は、主に２年次と３年次に開講される基幹科目、２年次後期から始まる展開科目、３年次と４年次の関

連科目と卒業研究からなります。ここで、基幹科目とは専門科目の中でも根幹となる科目であり、専門知識を習得するときの土台と

なる科目です。また、展開科目とは、皆さんの興味や将来の進路に従って、より高度な専門科目の学習ができるように設けられた

科目です。そして、この展開科目の選択の仕方によって３つの系統（コンピュータシステム系、情報ネットワーク系、応用情報系）の

学びを選択できるように推奨する履修モデルを提示しますので、それに従って科目を選択して下さい。しかし、学年が進むにつれ

て学びに対する興味や進路希望が多少変わってくることもあると思います。このため、他の系統の推奨科目を選択することも可能

となっています。 

以下では、専門科目群の教育内容の概要を説明します。なお、各科目で何を学んで、どんな知識を習得するかに関しては、

科目別の学修到達目標としてカリキュラムマップにまとめています。 

①①基基幹幹科科目目（（計計11８８科科目目））  

基幹科目は、１年次の後期（２期）より３年次の後期（６期）までの間に学びます。基幹的な科目であるため、情報科学の主要な

学問の大部分が含まれています。また、演習系として情報演習（４科目）を学びます。実際の情報機器を使いながら、実践能力を

高める授業を行います。情報演習は、全学生にとって必修な演習です。 
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基基幹幹科科目目： プログラミング１、プログラミング２、アルゴリズムとデータ構造１、アルゴリズムとデータ構造２、数値計算法、 

コンピュータアーキテクチャ１、コンピュータアーキテクチャ２、オペレーティングシステム、情報ネットワーク1、 

情報ネットワーク2、情報理論、オートマトン・言語理論、電気回路１、電気回路２ （計１４科目） 

プログラミング１、プログラミング２では、Ｃ言語を対象にコンピュータ言語の基本的機能を学び、これらの機能を使ったプログラミ

ング実習を通じて、コンピュータの動作とデータ処理の基本を学びます。この場合、ある機能を果たすためには、どのようなデータ

をいかに処理するかに関する判断が必要となり、より実際的なプログラミング技術が身につきます。アルゴリズムとデータ構造１、ア

ルゴリズムとデータ構造２では、コンピュータを使って問題を解決する方法と手続きを学びます。基本的なアルゴリズムの種類と方

法を学びます。数値計算法では、数学的問題に対する数値解法を理解し、数値計算アルゴリズムを習得します。コンピュータアー

キテクチャ１、コンピュータアーキテクチャ２では、コンピュータのハードウェアの理解に不可欠な論理素子の動作原理から、コンピ

ュータの頭脳である中央処理ユニット、メモリ、入出力装置などのコンピュータを構成する各部品の役目と機能を理解し、コンピュ

ータの設計手順や構成方法についてマイクロプロセッサなどの実例をもとに学びます。オペレーティングシステムは、コンピュータ

システム全体の管理運用を行っている重要なソフトウェアです。オペレーティングシステムでは、コンピュータの起動時の動作、フ

ァイルシステムの構成、プロセスの動作を理解し、オペレーティングシステムの重要性を学びます。情報ネットワーク1、情報ネットワ

ーク 2 では、 コンピュータネットワークの構造、通信規約（プロトコル）、インターネットの成り立ちなどを学ぶとともに、ネットワークの

アプリケーションとその正しい利用法を学びます。情報理論では、情報量を理論的に取り扱う基礎としてシャノンがまとめた理論を

主体に情報量や通信容量を数学的に取り扱う方法を学び、現代の情報処理の基礎体系を知ることができます。オートマトン・言語

理論では、一定の規則に従って並んだ記号列（抽象化した言語）を生成するモデル（言語理論）とそれらの言語を受理する装置

（オートマトン）の理論を学びます。電気回路１では、１年次で学習した基礎電気回路をうけて、抵抗、コイル、コンデンサから構成さ

れる基本的な交流回路の性質について学びます。電気回路２では、複素数を用いて交流回路の計算を行う方法、回路方程式の

立て方や解き方、回路計算に用いられる定理などについて学びます。 

演演習習系系科科目目： 情報演習Ａ、情報演習Ｂ、情報演習Ｃ、情報演習Ｄ（計４科目） 

情報演習では実際の部品や測定器、コンピュータなどに触れて使用方法やその特性を学び、設計や製作を行ないながら、「も

の」を作る楽しさを実感する演習を行います。計測装置の特性に合った計測方法など、実際のデータを評価する能力も培います。

また、音声信号の作成・記録方法、音声認識・合成と画像処理プログラミングについても演習によって学びます。さらに、マイクロコ

ンピュータのプログラミングによる機器の制御技術やコンピュータネットワーク機器の操作を通してネットワーク技術を学びます。 

②②展展開開科科目目（（計計２２６６科科目目））  

基幹科目で情報科学の基幹となる内容を学びますが、その上に積み上げられた学問を修得するのが展開科目です。展開科

目としては、以下のものがあります。これらの科目については、３つの系統別に、科目選択の仕方（履修モデル）を決めています。

詳細については、6項の履修モデルで説明します。 

ソフトウェア工学、コンパイラ構成法、オブジェクト指向プログラミング、データベース、分散処理、信号処理基礎、  

ディジタル信号処理、ディジタル回路、電子回路、情報システム最新技術、ＣＡＤ、制御工学、コンピュータセンシング、 

コンピュータコントロール、組込システムプログラミング、リアルタイムシステム、ネットワークシステム、 

ネットワークコンテンツ、ネットワークプログラミング、情報セキュリティ、通信工学、パターン情報処理、音声画像処理、 

自然言語処理、人工知能、ソフトコンピューティング 

ソフトウェア工学では大規模なソフトウェア開発するための工学的アプローチとして構造化、オブジェクト指向などの考え方を学

びます。コンパイラ構成法では、高級言語で書かれたプログラムを機械語プログラムに変換するコンパイラの構築技法について学

びます。オブジェクト指向プログラミングでは、C 言語よりさらに進化してオブジェクト指向モデルに基づいた Java 言語によるプログ

ラミングを学びます。データベースでは、データの効率的な格納、高速な検索を実現するための技術について学び、さらにデータ

ベースシステムの設計と保守・運用についても学びます。分散処理では、各種のコンピュータによる各種の分散処理などを取り上

げ、それぞれの処理方式のシステム構成やソフトウェア構造などについて学び、さらには処理性能と信頼性などの評価指標・セキ

ュリティについても学びます。信号処理基礎はアナログ信号（連続信号）を扱う基礎として、信号の表現方法やその特徴を把握す

るための数学を学びます。ディジタル信号処理では、音声などの波形信号をディジタル化するためのサンプリング定理や信号解
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析を行なう高速フーリエ変換（FFT）の原理とその応用法を学びます。ディジタル回路では、コンピュータや電子機器の中で使われ

るいろいろなディジタル回路やそれらの設計手法を学びます。電子回路では、半導体素子の性質を理解したうえで、基本的な増

幅回路、帰還回路、発振回路などについて学びます。情報システム最新技術では、最新のコンピュータ、ネットワークおよび情報

処理技術について、原理、構成、応用、発展可能性などを学びます。ＣＡＤでは、ＣＡＤ機能を理解し、ＣＡＤ作図法の基本につ

いて学び、ＣＡＤを用いた電子回路の作図を通して製図に関する規格、図記号等について学びます。 

コンピュータシステム系の科目については、制御工学では、コントロールする対象となる機械やロボットの特性を調べ、これらを

思い通りに動かすための技術を学習します。コンピュータセンシングでは、家電やロボットなどの機器に使われるセンサについて、

その原理と、センサの信号をディジタル信号に変換してコンピュータに取り込むまでの技術について学びます。コンピュータコント

ロールでは、コンピュータ制御の基礎となるフィードバック制御から、コンピュータ制御系の構成要素や機能などを学びます。組込

システムプログラミングでは、組込コンピュータのハードウェア構成からソフトウェア技術までを学びます。また、組込コンピュータ向

けのプログラミング演習も行い、自動車・携帯電話など私たちの身の回りで使われているコンピュータに対する理解を深めます。リ

アルタイムシステムでは、多数のコンピュータが私たちの身の回りで使われている機器で使われていることを理解し、リアルタイムシ

ステムの基礎概念から構造・処理方式・応用システムの実例までを学びます。 

情報ネットワーク系の科目については、ネットワークシステムでは、構内で用いられるローカルエリアネットワーク（LAN)と公衆網

を介するワイドエリアネットワーク(WAN)の構成技術を学びます。ネットワークコンテンツでは、インターネットを使った情報発信と情

報共有のしくみ、ならびに電子商取引技術・情報セキュリティ・ネットワーク著作権について学びます。ネットワークプログラミングで

は、インターネットの中心となっている TCP／IP プロトコルを利用したプログラムを作成し、コンピュータ間の通信を実現する方法を

学びます。情報セキュリティでは、情報ネットワークを安全面から支える技術として、暗号理論について学習します。通信工学では、

通信で用いられる信号の表現方法を学び、アナログおよびディジタル変復調技術ならびにベースバンド伝送技術について学び

ます。 

応用情報系の科目については、パターン情報処理では、画像や音の特徴を調べたり識別する方法の基本から実際問題の応

用まで学びます。音声画像処理では、ディジタル化された時系列の音声データ、および２次元や３次元の画像データを取り上げ、

各種データ成分の分析や特徴抽出などに関する数学的な処理方法を学びます。自然言語処理では、自然言語を機械的に処理

するための解析手法や知識データベース、それらを用いた応用事例について学びます。人工知能では、コンピュータによる問題

解決の基礎となる探索、推論、知識の表現、学習などを学び、さらにその応用事例を学びます。ソフトコンピューティングでは、人

間の情報処理能力をモデルとした、コンピュータを高度かつ知的に利用するソフトウェア技術（柔らかい情報処理）について学び

ます。 

③③関関連連科科目目（（33科科目目））  

関連科目は、インターンシップ（学外研修）、技術者倫理、知的財産権論からなります。インターンシップ（学外研修）では、専門

に関連した業務を企業などで体験します。技術者倫理では、技術が社会や環境にもたらす影響を考え、平素はもとより重大事故

に遭遇したときや過ちを犯したときにでも倫理的に正しく行動することについて学びます。知的財産権論では、知的財産権の種類、

権利の内容および知的財産権に関する法律を学び、知的財産権の中でも特に重要な特許権に関して、特許権取得までの手続

きなどを学びます。 

④④卒卒業業研研究究（（３３科科目目））  

卒業研究に関連する科目は、セミナ１、セミナ２、そして卒業研究からなります。セミナ１では、専門知識の総合的な学習、卒業

研究テーマに必要となる知識や技術について学び、卒業研究テーマを着手するための準備を行います。セミナ２では、技術者と

して知っておかなければならない専門用語や表現方法、まとめ方などを学びます。この中には、英語のマニュアルを理解したり作

成したりすることも含まれます。卒業研究は４年間の学習の集大成であり、これまで学んできた知識を応用し、実践的な技術の修

得を図ります。１人あるいは２人で特定のテーマの研究・調査を行い、未知なる問題に対する解決手段を模索することにより、講義

とは異なる研究に対する取り組み方を学び、最後に研究成果を発表します。 

（（２２））学学修修到到達達目目標標  
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以上に述べた内容を確実に理解し、自分のものとして活用できるレベルにする必要があります。学修到達目標は、具体的にど

のような項目についてそれが達成されるべきかを示したものです。各科目の学修到達目標は、カリキュラムマップにまとめて示して

います。 

55．．カカリリキキュュララムム・・フフロローーチチャャーートト  

１～２年次に開講される専門基礎科目群の授業科目は、情報システム学の基礎となる科目からなります。また、専門

科目群の授業科目は、基幹科目・展開科目・関連科目・卒業研究からなります。専門基礎科目群および専門科目群のカ

リキュラム・フローチャートを以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

                              

　  

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

基礎数学

セミナ

数学基礎

解析学１ 解析学２ 解析学３ 常微分方程式

線形代数１ 線形代数２ 線形代数３

基礎理科

セミナ

情報数学

確率・統計 情報統計学

力学 電磁気学

情報システム

　入門セミナ

情報概論
ネットワーク

概論

情報処理基礎
ココ ンン ピピ ュュ ーー タタ

ハハーー ドドウウ ェェ アア基基

プログラ ミング

入門

基礎電気回路

プログラ ミング１ プログラ ミング２
アルゴリズムと

データ構造１

アルゴリズムと

データ構造２
数値計算法

コンピュータ

アーキテクチャ１

コンピュータ

アーキテクチャ２

オペレーティング

システム

情報ネットワーク１ 情報ネットワーク２

情報理論

オートマトン・

言語理論

電気回路１ 電気回路２

情報演習Ａ 情報演習Ｂ 情報演習Ｃ 情報演習Ｄ

ソフトウェ ア

工学
分散処理

コンパイ ラ

構成法
データベース

オブジェ クト指向

プログラ ミング

信号処理基礎
ディジタル

信号処理

ディジタル回路

電子回路

制御工学

コンピュータ

センシング

コンピュータ

コントロール

組込システム

プログラ ミング

リアルタイ ム

システム

ネットワーク

システム

ネットワーク

コンテンツ

ネットワーク

プログラ ミング

情報

セキュリティ

通信工学

パターン

情報処理
音声画像処理

人工知能 自然言語処理

ソフトコンピュー

ティング

情報システム

最新技術

ＣＡＤ
                              

関

連

科

目

イ ンターンシップ

（学外研修）
技術者倫理 知的財産権論

セミナ１ セミナ２

カリキュラム・フローチャート 

卒業研究

専

門

科

目

群

専

門

基

礎

科

目

群

基

幹

科

目

展

開

科

目

卒

業

研

究

について

矢印がつながっていませんが，

1年次～3年次の多くの科目と

関連があります．
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66．．履履修修モモデデルル  

情報システム学科では、皆さんの将来の進路を想定して、3 つの系統の科目選択推奨パタン（履修モデル）を用意しています。

それぞれの履修モデルを図に示します。 

卒業要件（卒業に必要な単位数）は、必修科目を全て含み、人間科学科目群として２７単位以上、専門基礎科目群として１７単

位以上、専門基礎・専門科目群（自由科目を除く）として９７単位以上、合計１２４単位以上が必要です。 

各履修モデルは卒業要件を満たしつつ、各系統の特徴に合わせてバランスよく構成されています。したがって、なるべく自らが

選択した系統の履修モデルに従って科目を選択して下さい。しかし、学年が進むにつれて進路希望が多少変わってくることもある

と思います。このため、他系統の推奨科目を選択することも可能となっています。 
  

（（11））  履履修修モモデデルルAA（（ココンンピピュューータタシシスステテムム系系））  

コンピュータシステム系では、ハードウェアとソフトウェアを学び、将来様々な分野で活躍できるコンピュータ技術者の養成を目

標としています。パソコンや通信用サーバなどの汎用コンピュータの応用分野だけでなく、自動車、家電、工作機械、生産設備な

どにコンピュータが組み込まれた機器の開発・運用に関わる技術者としての活躍も期待されます。このため、組み込みシステムの

開発技術などを履修モデルに取り入れています。 

コンピュータシステム系の履修モデルに従って学習を進めていけば、卒業するときには、ハードウェアとソフトウェの両方の技術

を身につけ、コンピュータ関連企業のみでなく、様々な機器製造業に必要とされる技術者になることができます。進路先は、情報

通信機器産業、コンピュータ関連機器産業、計測制御機器産業、民生用電子機器産業、医療福祉機器産業、ＯＡ機器産業、ベ

ンチャー企業、教員、官公庁、大学院等があります。 
  

（（22））  履履修修モモデデルルBB（（情情報報ネネッットトワワーークク系系））  

情報ネットワーク系では、ハードウェアとソフトウェアの基礎をしっかり学んだ上で、普及・発展が目覚しいネットワーク技術を詳し

く学びます。コンピュータの基礎を身につけますので、コンピュータ技術者になることはもちろん、人材ニーズの高いネットワーク技

術者として、またネットワーク上に流通するデジタルコンテンツの企画・制作者として活躍することも可能です。このため、履修モデ

ルにはネットワーク科目が十分取り入れられています。 

情報ネットワーク系の履修モデルに従って学習を進めていけば、卒業するときには、コンピュータ関連企業や、情報ネットワーク

ベンチャー企業で活躍できる技術者になることができます。進路先は、コンピュータソフトウェア企業、情報通信産業、ネットワーク

サービス産業、マルチメディア関連産業、アミューズメント産業、広告・流通産業、ベンチャー企業、教員、官公庁、大学院等があり

ます。 

 

（（33））  履履修修モモデデルルCC（（応応用用情情報報系系））  

応用情報系では、コンピュータのハードウェアとソフトウェアの基礎を学ぶことについては上記 2 モデルと同様です。その基礎・

基盤を学んだ上で、信号処理技術の基礎からはじまりパターン認識のための情報処理や音声・画像処理等へと学びを展開して

いきます。また、近年爆発的な進化をとげているニューラルネットワークやAI等の人工知能に関する内容を詳しく学びます。なお、

コンピュータやネットワークの基礎を身につけますので、コンピュータおよびネットワーク技術者になることはもちろん、高い能力を

持った情報処理技術者として活躍できます。進路先は、上記 2 モデルと同様、情報通信機器産業やコンピュータ関連機器産業

等はもちろんのこと、ソフトウェアの企画・制作企業やベンチャー企業で技術者として活躍することも可能です。また、教員、官公庁、

大学院等もあります。 
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１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

基礎数学セミナ 必修科目

数学基礎 選択科目

解析学１ 解析学２ 解析学３ 常微分方程式 自由科目

線形代数１ 線形代数２ 線形代数３ 推奨科目

情報数学 確率・統計 情報統計学

基礎理科セミナ

力学 電磁気学

情報システム

　入門セミナ

情報概論
情報ネットワーク

概論

情報処理基礎
コンピュータ

ハードウェ ア基礎

プログラ ミング

入門

基礎電気回路

プログラ ミング１ プログラ ミング２
アルゴリズムと

データ構造１

アルゴリズムと

データ構造２
数値計算法

コンピュータ

アーキテクチャ１

コンピュータ

アーキテクチャ２

オペレーティング

システム

情報ネットワーク１ 情報ネットワーク２

情報理論

オートマトン・

言語理論

電気回路１ 電気回路２

情報演習Ａ 情報演習Ｂ 情報演習Ｃ 情報演習Ｄ

ソフトウェ ア工学
オブジェ クト指向

プログラ ミング
分散処理

コンパイ ラ

構成法
データベース

信号処理基礎
ディジタル

信号処理

ディジタル回路 電子回路

情報システム

最新技術

ＣＡＤ

制御工学
組込システム

プログラ ミング

リアルタイ ム

システム

コンピュータ

センシング

コンピュータ

コントロール

ネットワーク

システム

ネットワーク

コンテンツ
情報セキュリティ

ネットワーク

プログラ ミング
通信工学

パターン情報処理 音声画像処理 自然言語処理

人工知能
ソフト

コンピューティング

イ ンターンシップ

（学外研修）
技術者倫理 知的財産権論

セミナ１ セミナ２

履修者の半数は，情報演習Ｄ，

情報演習Ｃの順で履修する．

情報システム学科　履修モデルＡ（コンピュータシステム系）

人間科学科目群 人間科学科目群　２７単位

基幹科目：４４単位中３８単位

専

門

科

目

群

基

幹

科

目

展

開

科

目

関

連

科

目

卒

業

研

究

専

門

基

礎

科

目

群

専門基礎科目：４１単位中３３単位

インターンシップは受入企業がある場合，

３年次の夏期休暇中に実施する．

卒業研究

コンピュータシステム系科目　

（注）網掛け部分の合計単位数（卒業要件） ＝ １２４単位

-       人間科学科目２７単位 ＋ 基礎科目３３単位 ＋ 基幹科目３８単位 ＋ 展開科目１６単位 ＋ 卒業研究１０単位

展開科目：５２単位中１６単位

卒業研究：セミナ１，２を含めて１０単位

情報ネットワーク系科目　

応用情報系科目　

共通科目　
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１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

基礎数学セミナ 必修科目

数学基礎 選択科目

解析学１ 解析学２ 解析学３ 常微分方程式 自由科目

線形代数１ 線形代数２ 線形代数３ 推奨科目

情報数学 確率・統計 情報統計学

基礎理科セミナ

力学 電磁気学

情報システム

　入門セミナ

情報概論
情報ネットワーク

概論

情報処理基礎
コンピュータ

ハードウェ ア基礎

プログラ ミング

入門

基礎電気回路

プログラ ミング１ プログラ ミング２
アルゴリズムと

データ構造１

アルゴリズムと

データ構造２
数値計算法

コンピュータ

アーキテクチャ１

コンピュータ

アーキテクチャ２

オペレーティング

システム

情報ネットワーク１ 情報ネットワーク２

情報理論

オートマトン・

言語理論

電気回路１ 電気回路２

情報演習Ａ 情報演習Ｂ 情報演習Ｃ 情報演習Ｄ

ソフトウェ ア工学
オブジェ クト指向

プログラ ミング
分散処理

コンパイ ラ

構成法
データベース

信号処理基礎
ディジタル

信号処理

ディジタル回路 電子回路

情報システム

最新技術

ＣＡＤ

制御工学
組込システム

プログラ ミング

リアルタイ ム

システム

コンピュータ

センシング

コンピュータ

コントロール

ネットワーク

システム

ネットワーク

コンテンツ
情報セキュリティ

ネットワーク

プログラ ミング
通信工学

パターン情報処理 音声画像処理 自然言語処理

人工知能
ソフト

コンピューティング

イ ンターンシップ

（学外研修）
技術者倫理 知的財産権論

セミナ１ セミナ２

履修者の半数は，情報演習Ｄ，

情報演習Ｃの順で履修する．

（注）網掛け部分の合計単位数（卒業要件） ＝ １２４単位

-       人間科学科目２７単位 ＋ 基礎科目３３単位 ＋ 基幹科目３８単位 ＋ 展開科目１６単位 ＋ 卒業研究１０単位

専

門

科

目

群

基

幹

科

目

基幹科目：４４単位中３８単位

展

開

科

目

展開科目：５２単位中１６単位

共通科目　

コンピュータシステム系科目　

情報ネットワーク系科目　

応用情報系科目　

関

連

科

目

インターンシップは受入企業がある場合，

３年次の夏期休暇中に実施する．

卒

業

研

究

卒業研究：セミナ１，２を含めて１０単位

卒業研究

情報システム学科　履修モデルＢ（情報ネットワーク系）

人間科学科目群 人間科学科目群　２７単位

専

門

基

礎

科

目

群

専門基礎科目：４１単位中３３単位
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１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

基礎数学セミナ 必修科目

数学基礎 選択科目

解析学１ 解析学２ 解析学３ 常微分方程式 自由科目

線形代数１ 線形代数２ 線形代数３ 推奨科目

情報数学 確率・統計 情報統計学

基礎理科セミナ

力学 電磁気学

情報システム

　入門セミナ

情報概論
情報ネットワーク

概論

情報処理基礎
コンピュータ

ハードウェ ア基礎

プログラ ミング

入門

基礎電気回路

プログラ ミング１ プログラ ミング２
アルゴリズムと

データ構造１

アルゴリズムと

データ構造２
数値計算法

コンピュータ

アーキテクチャ１

コンピュータ

アーキテクチャ２

オペレーティング

システム

情報ネットワーク１ 情報ネットワーク２

情報理論

オートマトン・

言語理論

電気回路１ 電気回路２

情報演習Ａ 情報演習Ｂ 情報演習Ｃ 情報演習Ｄ

ソフトウェ ア工学
オブジェ クト指向

プログラ ミング
分散処理

コンパイ ラ

構成法
データベース

信号処理基礎
ディジタル

信号処理

ディジタル回路 電子回路

情報システム

最新技術

ＣＡＤ

制御工学
組込システム

プログラ ミング

リアルタイ ム

システム

コンピュータ

センシング

コンピュータ

コントロール

ネットワーク

システム

ネットワーク

コンテンツ
情報セキュリティ

ネットワーク

プログラ ミング
通信工学

パターン情報処理 音声画像処理 自然言語処理

人工知能
ソフト

コンピューティング

イ ンターンシップ

（学外研修）
技術者倫理 知的財産権論

セミナ１ セミナ２

履修者の半数は，情報演習Ｄ，

情報演習Ｃの順で履修する．

（注）網掛け部分の合計単位数（卒業要件） ＝ １２４単位

-       人間科学科目２７単位 ＋ 基礎科目３３単位 ＋ 基幹科目３８単位 ＋ 展開科目１６単位 ＋ 卒業研究１０単位

専

門

科

目

群

基

幹

科

目

基幹科目：４４単位中３８単位

展

開

科

目

展開科目：５２単位中１６単位

共通科目　

コンピュータシステム系科目　

情報ネットワーク系科目　

応用情報系科目　

関

連

科

目

インターンシップは受入企業がある場合，

３年次の夏期休暇中に実施する．

卒

業

研

究

卒業研究：セミナ１，２を含めて１０単位

卒業研究

情報システム学科　履修モデルＣ（応用情報系）

人間科学科目群 人間科学科目群　２７単位

専

門

基

礎

科

目

群

専門基礎科目：４１単位中３３単位
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
﹇
２
﹈ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践。

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 100

資
格
英
語
１

１
１
﹇
２
﹈ 

この授業では、高等学校までに学んだ英語を土台として、
英語のリーディング力およびリスニング力の向上をはか
り、TOEIC に対応する基礎能力を養成します。そのため
に、TOEIC テストの形式や傾向に慣れるための問題演習
を通じて、リーディングとリスニングに関する学習方略
を習得してもらいます。また、リーディングやリスニン
グの基礎となる語彙力の学習や基礎的な英文法も学習し
ます。

TOEIC に出題される基礎的な語彙の意味を理解できる。 12 8 20

短い英文を聞き取り、その内容を大まかに理解できる。 12 8 20

英文を読み、その内容を大まかに理解できる。 12 8 20

基礎的な英文法の知識を活用し、TOEIC の問題を解くことができる。 12 8 20

基礎的な英文をでき得る限り正確に音読することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

資
格
英
語
２

１
２
﹇
３
﹈

この授業では、前期に開講されている資格英語１の内容
を継続・発展させるかたちで、英語のリーディング力お
よびリスニング力の向上をはかり、TOEIC に対応する基
礎能力を養成します。そのために、TOEIC テストの形式
や傾向に慣れるための問題演習を通じて、リーディング
とリスニングに関する学習方略を習得してもらいます。
また、リーディングやリスニングの基礎となる語彙力の
学習や基礎的な英文法も学習します。

TOEIC に出題される語彙の意味を理解できる。 12 8 20

短い英文を聞き取り、その内容を理解できる。 12 8 20

英文を読み、その内容を理解できる。 12 8 20

英文法の知識を活用し、TOEIC の問題を解くことができる。 12 8 20

基礎的な英文を正確に音読することができる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 100

英
語
ス
キ
ル
１

１
１
﹇
２
﹈

この授業では、英語の 4 技能（リーディング、リスニン
グ、ライティング、スピーキング）の基礎的な能力の向
上をはかります。授業で扱う題材は「異文化理解」、「食」、

「芸術」などの大学生として問題意識を持ち、深く考察し
てもらいたい事項を厳選しています。このような題材の
英文を読み、聴くことにより、英語のリーディング力お
よびリスニング力を向上させます。さらに、その題材に
ついて、主体的に考え、自分の意見を英語で記述したり、
ペアーワークやグループワークを通じて発話する活動を
してもらい、ライティング力やスピーキング力を向上さ
せ、英語による発信力を高めることを目的とします。

題材に関して、基礎的な理解を深めることができる。 12 8 20

題材に関する基礎的な対話文の大まかな内容を聞き取ることができ
る。 12 8 20

聞き取った対話文を繰り返し、発音練習し、できるだけ正しく発音
することができる。 12 8 20

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で簡潔に記述するこ
とができる。 10 8 2 20

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語である程度伝達する
ことができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 100

大学の目的
大同大学は、教育基本法並びに建学の精神と理念に則り、深い専門の学芸の教育研究を通じて、豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
情報学部は、豊かな教養及び情報学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し、創造力に富み主体的に行動できる質
の高い専門職業人を育成するとともに、情報学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
情報学部情報システム学科は、情報処理システムや情報通信システムに関する知識と技術を有し、研究から得られる多彩な知恵と
創造力をもって、社会の多方面で活躍できる人材を育成することを目的とする。

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針  

A. 英語の習得に積極的に取り組み、英語力を向上させ、基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

I. 情報学分野における基礎理論を理解し自らの問題に応用できる

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

J. 情報学分野の専門知識と理論を理解し他者と深く議論できる

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

K. 実験・実習を通して理論と現象を結びつけて分析・理解・説明でき
る

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

L. 課題解決に必要なツールを探索し使いこなし自らのスキルを向上で
きる

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

M. 研究的活動も含め、実験・実習を通して問題発見・課題解決できる

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

H. 情報学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。

情報学部 情報システム学科 カリキュラムマップ

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
﹇
２
﹈ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践。

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 100

資
格
英
語
１

１
１
﹇
２
﹈ 

この授業では、高等学校までに学んだ英語を土台として、
英語のリーディング力およびリスニング力の向上をはか
り、TOEIC に対応する基礎能力を養成します。そのため
に、TOEIC テストの形式や傾向に慣れるための問題演習
を通じて、リーディングとリスニングに関する学習方略
を習得してもらいます。また、リーディングやリスニン
グの基礎となる語彙力の学習や基礎的な英文法も学習し
ます。

TOEIC に出題される基礎的な語彙の意味を理解できる。 12 8 20

短い英文を聞き取り、その内容を大まかに理解できる。 12 8 20

英文を読み、その内容を大まかに理解できる。 12 8 20

基礎的な英文法の知識を活用し、TOEIC の問題を解くことができる。 12 8 20

基礎的な英文をでき得る限り正確に音読することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

資
格
英
語
２

１
２
﹇
３
﹈

この授業では、前期に開講されている資格英語１の内容
を継続・発展させるかたちで、英語のリーディング力お
よびリスニング力の向上をはかり、TOEIC に対応する基
礎能力を養成します。そのために、TOEIC テストの形式
や傾向に慣れるための問題演習を通じて、リーディング
とリスニングに関する学習方略を習得してもらいます。
また、リーディングやリスニングの基礎となる語彙力の
学習や基礎的な英文法も学習します。

TOEIC に出題される語彙の意味を理解できる。 12 8 20

短い英文を聞き取り、その内容を理解できる。 12 8 20

英文を読み、その内容を理解できる。 12 8 20

英文法の知識を活用し、TOEIC の問題を解くことができる。 12 8 20

基礎的な英文を正確に音読することができる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 100

英
語
ス
キ
ル
１

１
１
﹇
２
﹈

この授業では、英語の 4 技能（リーディング、リスニン
グ、ライティング、スピーキング）の基礎的な能力の向
上をはかります。授業で扱う題材は「異文化理解」、「食」、

「芸術」などの大学生として問題意識を持ち、深く考察し
てもらいたい事項を厳選しています。このような題材の
英文を読み、聴くことにより、英語のリーディング力お
よびリスニング力を向上させます。さらに、その題材に
ついて、主体的に考え、自分の意見を英語で記述したり、
ペアーワークやグループワークを通じて発話する活動を
してもらい、ライティング力やスピーキング力を向上さ
せ、英語による発信力を高めることを目的とします。

題材に関して、基礎的な理解を深めることができる。 12 8 20

題材に関する基礎的な対話文の大まかな内容を聞き取ることができ
る。 12 8 20

聞き取った対話文を繰り返し、発音練習し、できるだけ正しく発音
することができる。 12 8 20

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で簡潔に記述するこ
とができる。 10 8 2 20

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語である程度伝達する
ことができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 100

大学の目的
大同大学は、教育基本法並びに建学の精神と理念に則り、深い専門の学芸の教育研究を通じて、豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
情報学部は、豊かな教養及び情報学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し、創造力に富み主体的に行動できる質
の高い専門職業人を育成するとともに、情報学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
情報学部情報システム学科は、情報処理システムや情報通信システムに関する知識と技術を有し、研究から得られる多彩な知恵と
創造力をもって、社会の多方面で活躍できる人材を育成することを目的とする。

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針  

A. 英語の習得に積極的に取り組み、英語力を向上させ、基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

I. 情報学分野における基礎理論を理解し自らの問題に応用できる

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

J. 情報学分野の専門知識と理論を理解し他者と深く議論できる

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

K. 実験・実習を通して理論と現象を結びつけて分析・理解・説明でき
る

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

L. 課題解決に必要なツールを探索し使いこなし自らのスキルを向上で
きる

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

M. 研究的活動も含め、実験・実習を通して問題発見・課題解決できる

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

H. 情報学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。

情報学部 情報システム学科 カリキュラムマップ
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

英
語
ス
キ
ル
2

１
２
﹇
３
﹈

この授業では、前期に開講されている英語スキル１の内
容を継続・発展させるかたちで、英語の 4 技能の基礎的
な能力の向上をはかります。授業で扱う題材は「日本文
化」、「環境問題」などの大学生として問題意識を持ち、
深く考察してもらいたい事項を厳選しています。このよ
うな題材の英文を読み、聴くことにより、英語のリーディ
ング力およびリスニング力を向上させます。さらに、そ
の題材について、主体的に考え、自分の意見を英語で記
述したり、ペアーワークやグループワークを通じて発話
する活動をしてもらい、ライティング力やスピーキング
力を向上させ、英語による発信力を高めることを目的と
します。

題材に関して、理解を深めることができる。　 12 8 20

題材に関する基礎的な対話文の内容を聞き取ることができる。　 12 8 20

聞き取った対話文を繰り返し、発音練習し、正しく発音することが
できる。　 12 8 20

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で記述することがで
きる。　 10 8 2 20

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語で伝達することがで
きる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 100

英
語
ス
キ
ル
3

１
３
﹇
４
﹈

「英語スキル 1・2」を踏まえ、英語の 4 技能（リーディング、
リスニング、ライティング、スピーキング）の更なる向
上をはかります。授業では、題材として、「食」、「スポー
ツ」、「外国語学習」などを扱い、大学生として問題意識
を深めてもらいたい事項を厳選しています。このような
題材を読み、聴くことにより、リーディング力およびリ
スニング力を向上させます。さらに、その題材について、
自分で主体的に考え、それを英語で記述したり、発話す
る活動をしてもらい、ライティング力やスピーキング力
を身につけてもらい、英語による発信力をいっそう高め
ることを目的とします。

題材に関して、基礎的な理解を深めることができる。　 14 6 20

題材に関する対話文の大まかな内容を聞き取ることができる。　 12 5 3 20

聞き取った対話文を繰り返し、発音練習し、できるだけ正しく発音
することができる。 12 5 3 20

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で簡潔に記述するこ
とができる。 12 5 3 20

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語である程度伝達する
ことができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 100

英
語
ス
キ
ル
4

１
4
﹇
5
﹈

この授業では、前期に開講されている英語スキル 3 の内
容を継続・発展させるかたちで、英語の 4 技能の更なる
向上をはかります。授業では、題材として、「食」、「スポー
ツ」、「外国語学習」などを扱い、大学生として問題意識
を深めてもらいたい事項を厳選しています。このような
題材を読み、聴くことにより、リーディング力およびリ
スニング力を向上させます。さらに、その題材について、
自分で主体的に考え、それを英語で記述したり、発話す
る活動をしてもらい、ライティング力やスピーキング力
を身につけてもらい、英語による発信力をいっそう高め
ることを目的とします。

題材に関して、理解を深めることができる。　 10 7 2 1 20

題材に関する対話文の内容を聞き取ることができる。　 12 8 20

聞き取った対話文を繰り返し、発音練習し、正しく発音することが
できる。　 12 8 20

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で記述することがで
きる。　 12 8 20

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語で伝達することがで
きる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 100

実
践
英
語
1
（
資
格
コ
ー
ス
）

１ 5

この授業では、1・2 年次に学んだ「資格英語 1・2」、
「英語スキル 1・2」、「英語スキル 3・4」を踏まえ、英
語のリーディング力およびリスニング力の向上をはかり、
TOEIC に対応する能力の向上を狙いとします。そのため
に、TOEIC の問題演習や語彙力の強化をはかります。

TOEIC で高得点を取るために必要な最低限の語彙の意味を理解でき
る。　 12 8 20

短い英文を聞き取り、その内容をほぼ理解できる。 12 8 20

英文を読み、その内容をほぼ理解できる。　 12 8 20

英文法の知識を活用し、TOEIC の問題を解くことができる。 12 8 20

基礎的な英文をほぼ正確に音読することができる。　 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

実
践
英
語
1
（
ス
キ
ル
コ
ー
ス
）

１ 5

この授業では、1・2 年次に学んだ「資格英語 1・2」、「英
語スキル 1・2」、「英語スキル 3・4」を踏まえ、英語の
4 技能（リーディング、リスニング、ライティング、スピー
キング）の一層の向上をはかります。授業では、題材と
して、「異文化理解」、「外国語学習」、「芸術」などを扱い、
大学生として問題意識を深めてもらいたい事項を厳選し
ています。特に、発信力の向上に重点を置き、題材に関
する自身の意見を英語で記述したり、受講者がその題材
について英語で意見交換ができるようになることを目指
します。

題材に関して、基礎的な理解を十分深めることができる。　 12 8 20

題材に関するやや難しい対話文の大まかな内容を聞き取ることがで
きる。　 12 8 20

聞き取った対話文を繰り返し、発音練習し、できるだけ正しく発音
することができる。 12 8 20

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で簡潔に記述するこ
とができる。 12 8 20

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語である程度伝達する
ことができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

実
践
英
語
2
（
資
格
コ
ー
ス
）

１ 6

この授業では、前期に開講されている実践英語 1（資格
コース）の内容を継続・発展させるかたちで、英語のリー
ディング力およびリスニング力の向上をはかり、TOEIC
に対応する能力の向上を狙いとします。そのために、
TOEIC の問題演習や語彙力の強化をはかります。

TOEIC で高得点を取るために必要な語彙の意味を理解できる。　 12 6 20

短い英文を聞き取り、その内容を理解できる。　 12 8 20

英文を読み、その内容を理解できる。　 12 8 20

英文法の知識を活用し、TOEIC の問題を短時間に解くことができる。
　 12 8 20

基礎的な英文を正確に音読することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 02 0 0 0 0 0 0 0 0 100

実
践
英
語
2
（
ス
キ
ル
コ
ー
ス
）

１ 6

この授業では、前期に開講されている実践英語 1（スキ
ルコース）の内容を継続・発展させるかたちで、英語の
4 技能の一層の向上をはかります。授業では、題材として、

「異文化理解」、「外国語学習」、「芸術」などを扱い、大学
生として問題意識を深めてもらいたい事項を厳選してい
ます。特に、発信力の向上に重点を置き、題材に関する
自身の意見を英語で記述したり、受講者がその題材につ
いて英語で意見交換ができるようになることを目指しま
す。

題材に関して、理解を十分深めることができる。　 12 8 20

題材に関するやや難しい対話文の内容を聞き取ることができる。　 12 8 20

聞き取った対話文を繰り返し、発音練習し、正しく発音することが
できる。 12 8 20

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で記述することがで
きる。　 12 8 20

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語で伝達することがで
きる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

英
語
ス
キ
ル
2

１
２
﹇
３
﹈

この授業では、前期に開講されている英語スキル１の内
容を継続・発展させるかたちで、英語の 4 技能の基礎的
な能力の向上をはかります。授業で扱う題材は「日本文
化」、「環境問題」などの大学生として問題意識を持ち、
深く考察してもらいたい事項を厳選しています。このよ
うな題材の英文を読み、聴くことにより、英語のリーディ
ング力およびリスニング力を向上させます。さらに、そ
の題材について、主体的に考え、自分の意見を英語で記
述したり、ペアーワークやグループワークを通じて発話
する活動をしてもらい、ライティング力やスピーキング
力を向上させ、英語による発信力を高めることを目的と
します。

題材に関して、理解を深めることができる。　 12 8 20

題材に関する基礎的な対話文の内容を聞き取ることができる。　 12 8 20

聞き取った対話文を繰り返し、発音練習し、正しく発音することが
できる。　 12 8 20

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で記述することがで
きる。　 10 8 2 20

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語で伝達することがで
きる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 100

英
語
ス
キ
ル
3

１
３
﹇
４
﹈

「英語スキル 1・2」を踏まえ、英語の 4 技能（リーディング、
リスニング、ライティング、スピーキング）の更なる向
上をはかります。授業では、題材として、「食」、「スポー
ツ」、「外国語学習」などを扱い、大学生として問題意識
を深めてもらいたい事項を厳選しています。このような
題材を読み、聴くことにより、リーディング力およびリ
スニング力を向上させます。さらに、その題材について、
自分で主体的に考え、それを英語で記述したり、発話す
る活動をしてもらい、ライティング力やスピーキング力
を身につけてもらい、英語による発信力をいっそう高め
ることを目的とします。

題材に関して、基礎的な理解を深めることができる。　 14 6 20

題材に関する対話文の大まかな内容を聞き取ることができる。　 12 5 3 20

聞き取った対話文を繰り返し、発音練習し、できるだけ正しく発音
することができる。 12 5 3 20

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で簡潔に記述するこ
とができる。 12 5 3 20

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語である程度伝達する
ことができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 100

英
語
ス
キ
ル
4

１
4
﹇
5
﹈

この授業では、前期に開講されている英語スキル 3 の内
容を継続・発展させるかたちで、英語の 4 技能の更なる
向上をはかります。授業では、題材として、「食」、「スポー
ツ」、「外国語学習」などを扱い、大学生として問題意識
を深めてもらいたい事項を厳選しています。このような
題材を読み、聴くことにより、リーディング力およびリ
スニング力を向上させます。さらに、その題材について、
自分で主体的に考え、それを英語で記述したり、発話す
る活動をしてもらい、ライティング力やスピーキング力
を身につけてもらい、英語による発信力をいっそう高め
ることを目的とします。

題材に関して、理解を深めることができる。　 10 7 2 1 20

題材に関する対話文の内容を聞き取ることができる。　 12 8 20

聞き取った対話文を繰り返し、発音練習し、正しく発音することが
できる。　 12 8 20

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で記述することがで
きる。　 12 8 20

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語で伝達することがで
きる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 100

実
践
英
語
1
（
資
格
コ
ー
ス
）

１ 5

この授業では、1・2 年次に学んだ「資格英語 1・2」、
「英語スキル 1・2」、「英語スキル 3・4」を踏まえ、英
語のリーディング力およびリスニング力の向上をはかり、
TOEIC に対応する能力の向上を狙いとします。そのため
に、TOEIC の問題演習や語彙力の強化をはかります。

TOEIC で高得点を取るために必要な最低限の語彙の意味を理解でき
る。　 12 8 20

短い英文を聞き取り、その内容をほぼ理解できる。 12 8 20

英文を読み、その内容をほぼ理解できる。　 12 8 20

英文法の知識を活用し、TOEIC の問題を解くことができる。 12 8 20

基礎的な英文をほぼ正確に音読することができる。　 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

実
践
英
語
1
（
ス
キ
ル
コ
ー
ス
）

１ 5

この授業では、1・2 年次に学んだ「資格英語 1・2」、「英
語スキル 1・2」、「英語スキル 3・4」を踏まえ、英語の
4 技能（リーディング、リスニング、ライティング、スピー
キング）の一層の向上をはかります。授業では、題材と
して、「異文化理解」、「外国語学習」、「芸術」などを扱い、
大学生として問題意識を深めてもらいたい事項を厳選し
ています。特に、発信力の向上に重点を置き、題材に関
する自身の意見を英語で記述したり、受講者がその題材
について英語で意見交換ができるようになることを目指
します。

題材に関して、基礎的な理解を十分深めることができる。　 12 8 20

題材に関するやや難しい対話文の大まかな内容を聞き取ることがで
きる。　 12 8 20

聞き取った対話文を繰り返し、発音練習し、できるだけ正しく発音
することができる。 12 8 20

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で簡潔に記述するこ
とができる。 12 8 20

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語である程度伝達する
ことができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

実
践
英
語
2
（
資
格
コ
ー
ス
）

１ 6

この授業では、前期に開講されている実践英語 1（資格
コース）の内容を継続・発展させるかたちで、英語のリー
ディング力およびリスニング力の向上をはかり、TOEIC
に対応する能力の向上を狙いとします。そのために、
TOEIC の問題演習や語彙力の強化をはかります。

TOEIC で高得点を取るために必要な語彙の意味を理解できる。　 12 6 20

短い英文を聞き取り、その内容を理解できる。　 12 8 20

英文を読み、その内容を理解できる。　 12 8 20

英文法の知識を活用し、TOEIC の問題を短時間に解くことができる。
　 12 8 20

基礎的な英文を正確に音読することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 02 0 0 0 0 0 0 0 0 100

実
践
英
語
2
（
ス
キ
ル
コ
ー
ス
）

１ 6

この授業では、前期に開講されている実践英語 1（スキ
ルコース）の内容を継続・発展させるかたちで、英語の
4 技能の一層の向上をはかります。授業では、題材として、

「異文化理解」、「外国語学習」、「芸術」などを扱い、大学
生として問題意識を深めてもらいたい事項を厳選してい
ます。特に、発信力の向上に重点を置き、題材に関する
自身の意見を英語で記述したり、受講者がその題材につ
いて英語で意見交換ができるようになることを目指しま
す。

題材に関して、理解を十分深めることができる。　 12 8 20

題材に関するやや難しい対話文の内容を聞き取ることができる。　 12 8 20

聞き取った対話文を繰り返し、発音練習し、正しく発音することが
できる。 12 8 20

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で記述することがで
きる。　 12 8 20

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語で伝達することがで
きる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ
〈
卓
球
〉

１ 1
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら、健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ
〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ 1
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら、健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る。 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る。 15 15

アンダーハンドストロークが出来る。 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る。 10 10

スマッシュを打つ事が出来る。 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る。 15 15

得点の数え方および審判が出来る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ
〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ 1
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら、健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら、健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り、
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

ゴール型スポーツの構造を理解できた。 20 20

サッカー・フットサルのルールを理解できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ 2
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら、健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ 2
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら、健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る。 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る。 15 15

アンダーハンドストロークが出来る。 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る。 10 10

スマッシュを打つ事が出来る。 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る。 15 15

得点の数え方および審判が出来る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ
〈
卓
球
〉

１ 1
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら、健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ
〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ 1
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら、健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る。 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る。 15 15

アンダーハンドストロークが出来る。 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る。 10 10

スマッシュを打つ事が出来る。 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る。 15 15

得点の数え方および審判が出来る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ
〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ 1
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら、健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら、健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り、
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

ゴール型スポーツの構造を理解できた。 20 20

サッカー・フットサルのルールを理解できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ 2
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら、健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ 2
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら、健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る。 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る。 15 15

アンダーハンドストロークが出来る。 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る。 10 10

スマッシュを打つ事が出来る。 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る。 15 15

得点の数え方および審判が出来る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ 2
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら、健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。｠ 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。｠ 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。｠ 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。｠ 15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
〉

１ 2
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら、健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り、
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

ゴール型スポーツの構造を理解できた。 20 20

サッカー・フットサルのルールを理解できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 100

B
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

2
3
・
5

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

叙述に基づいて、文章の構成や展開を的確に捉え、必要に応じて要
約や詳述できる。 20 20

題材を批評的に検討して自分の考えを持ち、論理の構成や展開を工
夫して文章にまとめる。 20 20

文学的文章の中から、主体的に課題を発見し追及する力を養う。 20 20

日本の言語文化にふれて、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心
を深める。 20 20

文学的文章を通じて視野を広げ、人間、社会、自然などについて考
えを深め発展させる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

日
本
文
学
Ｂ

2
4
・
6

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

叙述に基づいて、文章の構成や展開を的確に捉え、必要に応じて要
約や詳述できる。 20 20

題材を多角的に検討して自分の考えを持ち、課題に応じて自分の考
えを表現する。 20 20

文学的文章の中から、主体的に課題を発見し追及する力を養う。 20 20

日本の言語文化にふれて、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心
を深める。 20 20

文学的文章を通じて視野を広げ、人間、社会、自然などについて考
えを深め発展させる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

2

1
・
３
・
5

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

2

2
・
４
・
6

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ 2
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら、健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。｠ 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。｠ 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。｠ 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。｠ 15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
〉

１ 2
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら、健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り、
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

ゴール型スポーツの構造を理解できた。 20 20

サッカー・フットサルのルールを理解できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 100

B
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

2
3
・
5

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

叙述に基づいて、文章の構成や展開を的確に捉え、必要に応じて要
約や詳述できる。 20 20

題材を批評的に検討して自分の考えを持ち、論理の構成や展開を工
夫して文章にまとめる。 20 20

文学的文章の中から、主体的に課題を発見し追及する力を養う。 20 20

日本の言語文化にふれて、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心
を深める。 20 20

文学的文章を通じて視野を広げ、人間、社会、自然などについて考
えを深め発展させる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

日
本
文
学
Ｂ

2
4
・
6

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

叙述に基づいて、文章の構成や展開を的確に捉え、必要に応じて要
約や詳述できる。 20 20

題材を多角的に検討して自分の考えを持ち、課題に応じて自分の考
えを表現する。 20 20

文学的文章の中から、主体的に課題を発見し追及する力を養う。 20 20

日本の言語文化にふれて、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心
を深める。 20 20

文学的文章を通じて視野を広げ、人間、社会、自然などについて考
えを深め発展させる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

2

1
・
３
・
5

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

2

2
・
４
・
6

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

20



科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

哲
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20
哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
5

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
6

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え、あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

他者（たち）との関わり、社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし、あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展、および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について、理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

哲
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20
哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
5

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
6

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え、あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

他者（たち）との関わり、社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし、あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展、および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について、理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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分

授
業
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目
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期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針
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択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し、教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ 3
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化、他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に、それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し、各発達過程における特徴を
把握することができる。 10 10

「青年期」の特徴を理解し、この時期持有の問題について心理学的な
観点から考察することができる。 10 10 20

学習の基礎となる条件づけ、記憶の役割などを踏まえながら、基礎
的な学習理論を理解することができる。 10 10

学習へのやる気を高めるために、動機づけ、学習意欲、無気力のメ
カニズムを理解することができる。 10 10

学校における現代的課題として、いじめ、不登佼、発達障害などを
取り上げて関連知識を身に付けるとともに、アプローチの仕方につ
いて考察することができる。

10 10 20

教育評価について、基本的な考え方と方法、評価資料収集の技法を
理解することができる。 10 10 20

教師と生徒の望ましい人間関係を理解したうえで、教師の指導行動
のあり方について考察することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 70 30 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
3
・
5

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評でき
る。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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必
修
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自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
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群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し、教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ 3
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化、他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に、それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し、各発達過程における特徴を
把握することができる。 10 10

「青年期」の特徴を理解し、この時期持有の問題について心理学的な
観点から考察することができる。 10 10 20

学習の基礎となる条件づけ、記憶の役割などを踏まえながら、基礎
的な学習理論を理解することができる。 10 10

学習へのやる気を高めるために、動機づけ、学習意欲、無気力のメ
カニズムを理解することができる。 10 10

学校における現代的課題として、いじめ、不登佼、発達障害などを
取り上げて関連知識を身に付けるとともに、アプローチの仕方につ
いて考察することができる。

10 10 20

教育評価について、基本的な考え方と方法、評価資料収集の技法を
理解することができる。 10 10 20

教師と生徒の望ましい人間関係を理解したうえで、教師の指導行動
のあり方について考察することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 70 30 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
3
・
5

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評でき
る。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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法
学
Ｂ

２
４
・
6

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し、説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２

１
・
3
・
5

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ。 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と、方法論的集団主義（デュルケー
ム）の違いを理解する。 20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる。 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する。 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ｂ

２

２
・
4
・
6

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
5

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
6

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の重
要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

現
代
社
会
論
Ａ

２
３
・
5

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

現
代
社
会
論
Ｂ

２
４
・
6

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに，学校自体を一つの社会として捉え，そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。 25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

法
学
Ｂ

２
４
・
6

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し、説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２

１
・
3
・
5

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ。 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と、方法論的集団主義（デュルケー
ム）の違いを理解する。 20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる。 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する。 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ｂ

２

２
・
4
・
6

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
5

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
6

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の重
要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

現
代
社
会
論
Ａ

２
３
・
5

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

現
代
社
会
論
Ｂ

２
４
・
6

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに，学校自体を一つの社会として捉え，そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。 25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
Ａ

２

１
・
3
・
5

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２

2
・
4
・
6

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
5

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
4
・
6

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて、基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て、それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て、人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と、それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット、昆虫、ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
3
・
5

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
4
・
6

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２

1
・
３
・
5

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２

2
・
４
・
6

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
Ａ

２

１
・
3
・
5

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２

2
・
4
・
6

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
5

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
4
・
6

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて、基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て、それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て、人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と、それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット、昆虫、ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
3
・
5

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
4
・
6

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２

1
・
３
・
5

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２

2
・
４
・
6

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

生
物
学
Ａ

２
３
・
5

生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特別扱
いしない視点を獲得する。

生物学、進化生物学、行動学、遺伝学等のミクロ系・マクロ系生物
学の基礎概念と、それらを融合した保全生物学に応用する思考方法
を理解することができる。

20 20

生物多様性のメカニズムについて説明することができる。 20 20

遺伝的多様性の必要性について説明することができる。 20 20

生物間のネットワークや環境の影響について説明することができる。 20 20

環境保全の必要性を理解し、自らと異なるヒトの考え方や文化的多
様性、生物の多様性について理解を試み、共存方法を模索できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

生
物
学
Ｂ

２
４
・
6

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

進化理論や行動学、社会生態学、生理学、遺伝学等のミクロ系・マ
クロ系生物学の基礎概念と生物の進化メカニズムを理解することが
できる。

20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

自然選択における環境と生物の関係について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

脳やホルモン、遺伝子による行動への影響について理解することが
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
5

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
6

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

特
別
講
義

２

集
中
講
義
9
月

現代ヨーロッパの政治的動向と国際関係を学び、わが国
を取り巻く国際環境と進路選択と関連づけて考察する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
3
・
5

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学
ぶ。

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。 20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
6

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。 20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

生
物
学
Ａ

２
３
・
5

生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特別扱
いしない視点を獲得する。

生物学、進化生物学、行動学、遺伝学等のミクロ系・マクロ系生物
学の基礎概念と、それらを融合した保全生物学に応用する思考方法
を理解することができる。

20 20

生物多様性のメカニズムについて説明することができる。 20 20

遺伝的多様性の必要性について説明することができる。 20 20

生物間のネットワークや環境の影響について説明することができる。 20 20

環境保全の必要性を理解し、自らと異なるヒトの考え方や文化的多
様性、生物の多様性について理解を試み、共存方法を模索できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

生
物
学
Ｂ

２
４
・
6

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

進化理論や行動学、社会生態学、生理学、遺伝学等のミクロ系・マ
クロ系生物学の基礎概念と生物の進化メカニズムを理解することが
できる。

20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

自然選択における環境と生物の関係について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

脳やホルモン、遺伝子による行動への影響について理解することが
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
5

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
6

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

特
別
講
義

２

集
中
講
義
9
月

現代ヨーロッパの政治的動向と国際関係を学び、わが国
を取り巻く国際環境と進路選択と関連づけて考察する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
3
・
5

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学
ぶ。

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。 20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
6

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。 20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
5

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
6

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

専
門
基
礎
科
目

数
学
基
礎

２
１
﹇
２
﹈ 

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。 6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
﹇
２
﹈ 

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。  9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し、それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し、基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
2
﹇
3
﹈ 

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し、それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し、それを不定形の極限計算に応用できる。  9 6 15

テーラーの定理を理解し、指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として、曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
3
﹇
4
﹈ 

解析学１, ２を基にして、多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分、積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し、初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し、それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
4
﹇
5
﹈ 

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
5

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
6

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

専
門
基
礎
科
目

数
学
基
礎

２
１
﹇
２
﹈ 

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。 6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
﹇
２
﹈ 

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。  9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し、それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し、基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
2
﹇
3
﹈ 

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し、それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し、それを不定形の極限計算に応用できる。  9 6 15

テーラーの定理を理解し、指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として、曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
3
﹇
4
﹈ 

解析学１, ２を基にして、多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分、積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し、初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し、それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
4
﹇
5
﹈ 

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

線
形
代
数
１

２ 1
行列式および行列の基本性質、演算方法を学び、１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 　 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２
高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後、新
しくベクトルの外積を学び、空間図形の解析に応用する。
　

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 　 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
３

２ 3

情報理系に必要な数学の基礎として、平面・空間のベク
トルを一般化した多次元ベクトル空間（線形空間）のと
らえ方を学んだ上で、連立一次方程式などへの応用を意
図しつつ、行列から直交基底系を生成する方法ならびに
行列の固有値分解・対角化について学びます。

一次独立とは何か理解できる。 20 20

ベクトル空間の基底系とは何か理解できる。 20 20

グラム・シュミットの方法で直交基底系を作ることができる。 20 20

正方行列の固有値と固有ベクトルを求めることができる。 20 20

行列の対角化ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

情
報
数
学

２ ２

情報科学を学ぶためには、数学理論の基礎となる数理理
論の思考法を理解することが重要になります。この授業
では、情報科学を学ぶ上での基礎的な離散数学の内容と
して、集合、論理、関数、写像、グラフ理論などの学習
を行います。情報科学で必要となる数学的概念や表記法
を理解することを目標とします。

集合，論理，関係の基本概念について理解している。 15 5 20 

数学における基本的な証明を説明することができる。 10 5 15 

集合と要素を記号を用いて表現することができる。 10 5 15 

写像と関数の定義について説明することができる。 10 5 15 

集合間の関係をグラフで表現することができる。 10 10 20 

順序関係を説明することができる。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 65 35 0 0 0 100

確
率
・
統
計

２ 3

集合・事象・標本空間など出発点の考え方を知った上で、
確率変数と確率密度関数、分布関数、期待値、分散など
重要な量とそれらに関わる定理を学びます。また、ポア
ソン分布・正規分布など代表的な確率分布についても学
びます。

集合の和と積を説明できる。 25 25 

順列と組合せを説明できる。 25 25 

集合を使って確率を説明できる。 25 25 

正規分布の平均と分散を知っている。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

　
　

情
報
統
計
学

２ 4

この授業では，コンピュータを利用して膨大な情報（デー
タ）を効率的かつ迅速に処理するために必要な統計処理
の最も基本的な知識・技術の習得を目的とします。統計
に関する講義に加えて表計算ソフトウェアの関数機能を
利用した統計処理の演習を行います。

Excel で統計の関数が扱える。 20 20 

度数分布表を作成できる 10 5 15 
標準偏差を説明できる。 10 5 15 

簡単な回帰分析ができる。 10 5 15 

正規分布を説明できる。 10 5 15 

検定方法を説明できる。 10 10 20

検定方法を説明できる。 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 40 30 0 100

力
学 ２ 1

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。　

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。 6 14 40 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。 6 14 10 20
速度、加速度の定義を説明できる。 6 14 10  20
力学の 3 つの基本法則を説明できる。 6 14 20
単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。 6 14 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

線
形
代
数
１

２ 1
行列式および行列の基本性質、演算方法を学び、１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 　 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２
高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後、新
しくベクトルの外積を学び、空間図形の解析に応用する。
　

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 　 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
３

２ 3

情報理系に必要な数学の基礎として、平面・空間のベク
トルを一般化した多次元ベクトル空間（線形空間）のと
らえ方を学んだ上で、連立一次方程式などへの応用を意
図しつつ、行列から直交基底系を生成する方法ならびに
行列の固有値分解・対角化について学びます。

一次独立とは何か理解できる。 20 20

ベクトル空間の基底系とは何か理解できる。 20 20

グラム・シュミットの方法で直交基底系を作ることができる。 20 20

正方行列の固有値と固有ベクトルを求めることができる。 20 20

行列の対角化ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

情
報
数
学

２ ２

情報科学を学ぶためには、数学理論の基礎となる数理理
論の思考法を理解することが重要になります。この授業
では、情報科学を学ぶ上での基礎的な離散数学の内容と
して、集合、論理、関数、写像、グラフ理論などの学習
を行います。情報科学で必要となる数学的概念や表記法
を理解することを目標とします。

集合，論理，関係の基本概念について理解している。 15 5 20 

数学における基本的な証明を説明することができる。 10 5 15 

集合と要素を記号を用いて表現することができる。 10 5 15 

写像と関数の定義について説明することができる。 10 5 15 

集合間の関係をグラフで表現することができる。 10 10 20 

順序関係を説明することができる。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 65 35 0 0 0 100

確
率
・
統
計

２ 3

集合・事象・標本空間など出発点の考え方を知った上で、
確率変数と確率密度関数、分布関数、期待値、分散など
重要な量とそれらに関わる定理を学びます。また、ポア
ソン分布・正規分布など代表的な確率分布についても学
びます。

集合の和と積を説明できる。 25 25 

順列と組合せを説明できる。 25 25 

集合を使って確率を説明できる。 25 25 

正規分布の平均と分散を知っている。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

　
　

情
報
統
計
学

２ 4

この授業では，コンピュータを利用して膨大な情報（デー
タ）を効率的かつ迅速に処理するために必要な統計処理
の最も基本的な知識・技術の習得を目的とします。統計
に関する講義に加えて表計算ソフトウェアの関数機能を
利用した統計処理の演習を行います。

Excel で統計の関数が扱える。 20 20 

度数分布表を作成できる 10 5 15 
標準偏差を説明できる。 10 5 15 

簡単な回帰分析ができる。 10 5 15 

正規分布を説明できる。 10 5 15 

検定方法を説明できる。 10 10 20

検定方法を説明できる。 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 40 30 0 100

力
学 ２ 1

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。　

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。 6 14 40 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。 6 14 10 20
速度、加速度の定義を説明できる。 6 14 10  20
力学の 3 つの基本法則を説明できる。 6 14 20
単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。 6 14 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

電
磁
気
学

２ 2

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20 

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20 

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20 

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20 

電流が作る磁場（磁束密度）の図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 100

情
報
シ
ス
テ
ム

入
門
セ
ミ
ナ

１ １
大学生活全般に関わる指導と支援を行うこと、専門課程
に対する関心や興味を喚起することを目的として、学士
課程教育プログラム、安全教育、キャリア教育、専任教
員の教育研究活動などについて学びます。

学士課程教育プログラムを理解している。 20 10 30

安全に学生生活を送るための知識を把握している。 10 10 20

キャリア形成に関わる知識を把握している。 10 10 20

学科教員教育活動または研究室研究活動を概ね理解している。 20 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 20 0 20 0 100

情
報
概
論

２ １
情報を科学的にとらえ、コンピュータの仕組みや様々な
信号をディジタル信号として扱う方法を概観しながら、
今後学ぶ「情報」関連科目の基本原理と考え方を学びます。

コンピュータでは、すべての情報が 2 進数で表される理由を説明で
きる。 10 10 20

10 進数、2 進数、16 進数を相互に変換することができる。 10 10 20

アナログ信号をディジタル信号に変換する原理を説明できる。 10 10 20

コンピュータ内で、文字、画像、音などの情報がどのように扱われ
るか説明できる。 10 10 20

コンピュータでのプログラム実行のしくみを説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

情
報
処
理
基
礎

２ １
コンピュータ内での情報の表現方法，情報の表現に必要
な２進数およびその演算方法、コンピュータを構成する
基本的な論理回路、コンピュータの基本的な仕組みや動
作を学びます。

コンピュータ内での情報の表現方法がわかる。 20 20 

２進数の演算方法がわかる。 15 5 20 

基本的な論理演算がわかる。 15 5 20 

コンピュータを構成する基本論理回路がわかる。 15 5 20 

コンピュータの基本的な仕組み・動作がわかる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 20 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
基
礎

２ ２
ディジタル回路の基礎となる基本論理ゲート，論理式の
簡単化，論理回路の実用的な表現方法，真理値表から論
理回路を実現する方法，フリップフロップについて学び
ます。

基本論理ゲートの機能がわかる。 20 20

カルノー図を用いて論理式を簡単化することができる。 20 10 30

真理値表を論理式で表すことができる。 10 10 20

フリップフロップの機能がわかる。 20 20

フリップフロップのタイミング図を作成することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 100

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門

２ １

情報処理技術者には，コンピュータを利用するだけでな
く，そのプログラム作成する技能が要求されています。
この授業では、初学者を対象に、HTML と JavaScript に
よる Web プログラミングによる演習を行い、プログラム
の基本的な内容について学習します。

情報機器の使用法、コンピュータ・周辺装置の操作、オペレーティ
ングシステムの利用法、テキストエディタの使い方がわる。 15 15 

ホームページの仕組みが理解でき、ブラウザ上に文字・画像・表を
出力させることができる。 10 10 20 

プログラムを作成する一連の作業手順がわかる。 10 5 5 20 

変数，処理の分岐、配列、繰り返し処理などの使い方がわかる。 10 5 15 

プログラミングに必要な各種演算子の使い方がわかる。 10 5 15 

JavaScript のイベントハンドラを使った動的なホームページを作成
することができる。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 5 20 25 0 100

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
論

２ 2

身の回りで広く利用されている情報通信サービスがどの
ような仕組みにより実現されているのかを、インターネッ
トで広く利用されている TCP/IP モデルとその通信プロ
トコルを中心に学習し、コンピュータネットワークに関
する基礎技術について理解を進めます。

インターネットについて説明できる。 10 10 

クライアント・サーバシステムについて説明できる。 10 5 15 

ＴＣＰ／ＩＰモデル、ＯＳＩ７層モデルについて説明できる。 15 5 20 

ＩＰアドレス、ＭＡＣアドレスについて説明できる。 10 5 15 

インターネット上のコンピュータ同士でデータがやりとりできる仕
組みを説明できる。 15 10 25 

インターネット利用時のモラルやエチケットを説明でき、実行でき
る。 5 5 5 15 

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 65 30 5 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

電
磁
気
学

２ 2

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20 

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20 

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20 

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20 

電流が作る磁場（磁束密度）の図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 100

情
報
シ
ス
テ
ム

入
門
セ
ミ
ナ

１ １
大学生活全般に関わる指導と支援を行うこと、専門課程
に対する関心や興味を喚起することを目的として、学士
課程教育プログラム、安全教育、キャリア教育、専任教
員の教育研究活動などについて学びます。

学士課程教育プログラムを理解している。 20 10 30

安全に学生生活を送るための知識を把握している。 10 10 20

キャリア形成に関わる知識を把握している。 10 10 20

学科教員教育活動または研究室研究活動を概ね理解している。 20 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 20 0 20 0 100

情
報
概
論

２ １
情報を科学的にとらえ、コンピュータの仕組みや様々な
信号をディジタル信号として扱う方法を概観しながら、
今後学ぶ「情報」関連科目の基本原理と考え方を学びます。

コンピュータでは、すべての情報が 2 進数で表される理由を説明で
きる。 10 10 20

10 進数、2 進数、16 進数を相互に変換することができる。 10 10 20

アナログ信号をディジタル信号に変換する原理を説明できる。 10 10 20

コンピュータ内で、文字、画像、音などの情報がどのように扱われ
るか説明できる。 10 10 20

コンピュータでのプログラム実行のしくみを説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

情
報
処
理
基
礎

２ １
コンピュータ内での情報の表現方法，情報の表現に必要
な２進数およびその演算方法、コンピュータを構成する
基本的な論理回路、コンピュータの基本的な仕組みや動
作を学びます。

コンピュータ内での情報の表現方法がわかる。 20 20 

２進数の演算方法がわかる。 15 5 20 

基本的な論理演算がわかる。 15 5 20 

コンピュータを構成する基本論理回路がわかる。 15 5 20 

コンピュータの基本的な仕組み・動作がわかる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 20 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
基
礎

２ ２
ディジタル回路の基礎となる基本論理ゲート，論理式の
簡単化，論理回路の実用的な表現方法，真理値表から論
理回路を実現する方法，フリップフロップについて学び
ます。

基本論理ゲートの機能がわかる。 20 20

カルノー図を用いて論理式を簡単化することができる。 20 10 30

真理値表を論理式で表すことができる。 10 10 20

フリップフロップの機能がわかる。 20 20

フリップフロップのタイミング図を作成することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 100

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門

２ １

情報処理技術者には，コンピュータを利用するだけでな
く，そのプログラム作成する技能が要求されています。
この授業では、初学者を対象に、HTML と JavaScript に
よる Web プログラミングによる演習を行い、プログラム
の基本的な内容について学習します。

情報機器の使用法、コンピュータ・周辺装置の操作、オペレーティ
ングシステムの利用法、テキストエディタの使い方がわる。 15 15 

ホームページの仕組みが理解でき、ブラウザ上に文字・画像・表を
出力させることができる。 10 10 20 

プログラムを作成する一連の作業手順がわかる。 10 5 5 20 

変数，処理の分岐、配列、繰り返し処理などの使い方がわかる。 10 5 15 

プログラミングに必要な各種演算子の使い方がわかる。 10 5 15 

JavaScript のイベントハンドラを使った動的なホームページを作成
することができる。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 5 20 25 0 100

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
論

２ 2

身の回りで広く利用されている情報通信サービスがどの
ような仕組みにより実現されているのかを、インターネッ
トで広く利用されている TCP/IP モデルとその通信プロ
トコルを中心に学習し、コンピュータネットワークに関
する基礎技術について理解を進めます。

インターネットについて説明できる。 10 10 

クライアント・サーバシステムについて説明できる。 10 5 15 

ＴＣＰ／ＩＰモデル、ＯＳＩ７層モデルについて説明できる。 15 5 20 

ＩＰアドレス、ＭＡＣアドレスについて説明できる。 10 5 15 

インターネット上のコンピュータ同士でデータがやりとりできる仕
組みを説明できる。 15 10 25 

インターネット利用時のモラルやエチケットを説明でき、実行でき
る。 5 5 5 15 

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 65 30 5 0 0 100
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

基
礎
電
気
回
路

２ １
回路技術は、あらゆる分野で使われている極めて重要な
技術であります。この授業では、情報系学生であっても
最低限身につけてもらいたい回路の常識を、直流回路に
対する理論を通じて学び、演習を交えて理解を深めます。

電圧と電流の関係がわかる。 20 20 
オームの法則を使って電圧、電流、抵抗の値を計算することができる。 15 5 20 
直列接続、並列接続された抵抗の値を計算することができる。 10 5 15 
電力の値を計算することができる。 10 5 15 
分圧・分流の法則がわかる。 10 5 15 
キルヒホッフの法則がわかる 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 75 0 25 0 0 100

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
１

２
2
﹇
3
﹈

C 言語について、変数、条件分岐、繰り返し処理、配列
など、基本的な機能要素・処理要素を学習します。そし
て、これらを用いたプログラム作成と動作確認を通じて、
プログラミングの基礎技術を学びます。

変数の役割、型について説明できる。 10 10 20
プログラムの実行順序について説明できる。 10 10 20
分岐処理と繰り返し処理を書くことができる。 10 10 20
繰り返し処理により配列を操作することができる。 10 10 20
変数の内容を適切な形で出力できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
２

２
3
﹇
4
﹈

C 言語について、関数、ポインタ、構造体、ファイル入
出力処理を学びます。そして、これらを用いたプログラ
ムの作成と動作確認を通じて、より実用的なプログラム
の開発技術を学びます。

関数の定義、仮引数について説明できる。 10 10 20

関数呼出しを含んだプログラムの実行順序について説明できる。 10 10 20

ポインタを用いたプログラムの実行結果を説明できる。 20 20

構造体を用いたプログラムを作成できる。 20 20

ファイル入出力処理するプログラムを作成できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 80 0 0 0 100

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

デ
ー
タ
構
造
１

２ ４

コンピュータで問題を解く手順であるアルゴリズムと
データを表現・格納するためのデータ構造について系統
的に学びます。計算量を含むアルゴリズムの基本的な考
え方、整列・探索アルゴリズムの基本手法などについて
学びます。

アルゴリズムとは何か説明ができる。 10 10 20 

計算量について説明ができる。 10 10 20 

関数の再帰的呼び出しが分かる。 10 10 20 

ソートアルゴリズムについて説明ができる。 10 10 20 

リニアサーチ、バイナリサーチについて説明ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 50 30 0 0 100

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

デ
ー
タ
構
造
２

２ 5
バックトラック法やハッシュ法による探索アルゴリズム
の設計方法について学びます。また、アルゴリズムを記
述する際に使用されるリスト、スタック、キュー、木（ツ
リー）などの代表的なデータ構造について学びます。

バックトラッキングについて説明ができる。 10 10 20
ハッシュ探索について説明ができる。 10 10 20

リストの構造について説明ができる。 10 10 20

スタック、キューの構造について説明ができる。 10 10 20

木構造について説明ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 100

数
値
計
算
法

２ 6

コンピュータによる数値計算と誤差、補間と近似、非線
形方程式、常微分方程式、連立一次方程式、数値積分、
数値微分などに対する基礎的・標準的な解法やアルゴリ
ズムを学び、Ｃ言語によるプログラミングの演習を通じ
て身につけます

コンピュータによる数値計算とその誤差について説明できる。 6 6 8 20 

補間と近似について説明できる。 6 6 8 20 

非線形方程式の求解（二分法，ニュートン法）の方法について説明
できる。 6 6 8 20 

常微分方程式の求解（オイラー法，ルンゲ・クッタ法）について説
明できる。 6 6 8 20 

連立一次方程式の解法（ガウス方法他）について説明できる。 6 6 8 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 30 40 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
１

２ ３

モデルコンピュータとして COMET ２を取り上げ、コン
ピュータの設計思想であるコンピュータアーキテクチャ
について、ハードウェアとソフトウェアの機能分担を中
心に講義します。最初に、コンピュータアーキテクチャ
の基本となる論理回路について復習します。続いて、コ
ンピュータを構成する算術論理演算装置 (ALU)、メモリ、
入出力の実現方式について解説します。

ノイマン・コンピュータの基本構成を理解できる。 10 10 20 

全加算器にて ALU を構成できることが理解できる。 10 10 20 

演算フラグの役割を理解できる。 10 10 20 

命令コードの構成を説明できる。 10 10 20 

簡単な命令の逆アセンブル手順を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
２

２ ４

コンピュータアーキテクチャ１に引き続いて、コンピュー
タの設計手順や構成方法に関する基本的な事項を講義し
ます。ここでは、理解を深めるために、仮想コンピュー
タ COMET ２のほか，実際のマイクロプロセッサを取り
上げます。

実効アドレスを求める手順を説明できる。 10 10 20 

LD 命令と LAD 命令の区別が説明できる。 10 5 15 

演算命令でフラグが変化する理由を説明できる。 10 5 15 

プログラムカウンタの役割を説明できる。 10 5 15 

スタックポインタの役割を説明できる。 10 5 15 

命令フェッチサイクルの流れを説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 40 0 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

基
礎
電
気
回
路

２ １
回路技術は、あらゆる分野で使われている極めて重要な
技術であります。この授業では、情報系学生であっても
最低限身につけてもらいたい回路の常識を、直流回路に
対する理論を通じて学び、演習を交えて理解を深めます。

電圧と電流の関係がわかる。 20 20 
オームの法則を使って電圧、電流、抵抗の値を計算することができる。 15 5 20 
直列接続、並列接続された抵抗の値を計算することができる。 10 5 15 
電力の値を計算することができる。 10 5 15 
分圧・分流の法則がわかる。 10 5 15 
キルヒホッフの法則がわかる 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 75 0 25 0 0 100

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
１

２
2
﹇
3
﹈

C 言語について、変数、条件分岐、繰り返し処理、配列
など、基本的な機能要素・処理要素を学習します。そし
て、これらを用いたプログラム作成と動作確認を通じて、
プログラミングの基礎技術を学びます。

変数の役割、型について説明できる。 10 10 20
プログラムの実行順序について説明できる。 10 10 20
分岐処理と繰り返し処理を書くことができる。 10 10 20
繰り返し処理により配列を操作することができる。 10 10 20
変数の内容を適切な形で出力できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
２

２
3
﹇
4
﹈

C 言語について、関数、ポインタ、構造体、ファイル入
出力処理を学びます。そして、これらを用いたプログラ
ムの作成と動作確認を通じて、より実用的なプログラム
の開発技術を学びます。

関数の定義、仮引数について説明できる。 10 10 20

関数呼出しを含んだプログラムの実行順序について説明できる。 10 10 20

ポインタを用いたプログラムの実行結果を説明できる。 20 20

構造体を用いたプログラムを作成できる。 20 20

ファイル入出力処理するプログラムを作成できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 80 0 0 0 100

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

デ
ー
タ
構
造
１

２ ４

コンピュータで問題を解く手順であるアルゴリズムと
データを表現・格納するためのデータ構造について系統
的に学びます。計算量を含むアルゴリズムの基本的な考
え方、整列・探索アルゴリズムの基本手法などについて
学びます。

アルゴリズムとは何か説明ができる。 10 10 20 

計算量について説明ができる。 10 10 20 

関数の再帰的呼び出しが分かる。 10 10 20 

ソートアルゴリズムについて説明ができる。 10 10 20 

リニアサーチ、バイナリサーチについて説明ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 50 30 0 0 100

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

デ
ー
タ
構
造
２

２ 5
バックトラック法やハッシュ法による探索アルゴリズム
の設計方法について学びます。また、アルゴリズムを記
述する際に使用されるリスト、スタック、キュー、木（ツ
リー）などの代表的なデータ構造について学びます。

バックトラッキングについて説明ができる。 10 10 20
ハッシュ探索について説明ができる。 10 10 20

リストの構造について説明ができる。 10 10 20

スタック、キューの構造について説明ができる。 10 10 20

木構造について説明ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 100

数
値
計
算
法

２ 6

コンピュータによる数値計算と誤差、補間と近似、非線
形方程式、常微分方程式、連立一次方程式、数値積分、
数値微分などに対する基礎的・標準的な解法やアルゴリ
ズムを学び、Ｃ言語によるプログラミングの演習を通じ
て身につけます

コンピュータによる数値計算とその誤差について説明できる。 6 6 8 20 

補間と近似について説明できる。 6 6 8 20 

非線形方程式の求解（二分法，ニュートン法）の方法について説明
できる。 6 6 8 20 

常微分方程式の求解（オイラー法，ルンゲ・クッタ法）について説
明できる。 6 6 8 20 

連立一次方程式の解法（ガウス方法他）について説明できる。 6 6 8 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 30 40 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
１

２ ３

モデルコンピュータとして COMET ２を取り上げ、コン
ピュータの設計思想であるコンピュータアーキテクチャ
について、ハードウェアとソフトウェアの機能分担を中
心に講義します。最初に、コンピュータアーキテクチャ
の基本となる論理回路について復習します。続いて、コ
ンピュータを構成する算術論理演算装置 (ALU)、メモリ、
入出力の実現方式について解説します。

ノイマン・コンピュータの基本構成を理解できる。 10 10 20 

全加算器にて ALU を構成できることが理解できる。 10 10 20 

演算フラグの役割を理解できる。 10 10 20 

命令コードの構成を説明できる。 10 10 20 

簡単な命令の逆アセンブル手順を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
２

２ ４

コンピュータアーキテクチャ１に引き続いて、コンピュー
タの設計手順や構成方法に関する基本的な事項を講義し
ます。ここでは、理解を深めるために、仮想コンピュー
タ COMET ２のほか，実際のマイクロプロセッサを取り
上げます。

実効アドレスを求める手順を説明できる。 10 10 20 

LD 命令と LAD 命令の区別が説明できる。 10 5 15 

演算命令でフラグが変化する理由を説明できる。 10 5 15 

プログラムカウンタの役割を説明できる。 10 5 15 

スタックポインタの役割を説明できる。 10 5 15 

命令フェッチサイクルの流れを説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 40 0 0 0 100
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム

２ ３
オペレーティングシステム（OS）の種類と，その基本機
能について学びます。特にサーバでよく使われる UNIX-
OS のコマンドについて一部実習を通じて学び、パソコ
ン OS(Windows）との違いを具体的に理解します。

OS の役割を説明できる。 5 15 20

マルチプログラミングを説明できる。 5 15 20

割り込みを説明できる。 5 15 20

メモリ管理手法を説明できる。 5 15 20

UNIX の代表的なコマンドを列挙できる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 60 15 5 0 100 

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
1

２ ３

コンピュータネットワークのアーキテクチャ、OSI 参照
モデル、プロトコル、インターネットの成り立ちなどを
学ぶと共に、その構成とアプリケーションを学び、正し
い利用法を知ります。またローカルエリアネットワーク
の構成を学び、将来を展望します。

クライアントサーバモデルを説明できる。 2 18 20

パケット交換・回線交換の利点・欠点を説明できる。 2 18 20

CSI 参照モデル・TCP/IP モデルを説明できる。 2 18 20

MAC アドレスの構成を説明できる。 2 18 20

IP アドレス・ネットワスクの役割を説明できる。 2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 100 

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
2

２ ４

インターネットの基本技術ならびに応用技術を理解しま
す。次世代インターネット標準である IPv6 技術の概要と、
応用技術としての音声中継で利用される VoIP 技術を学
びます。また、企業間で特定メンバーのみを接続対象と
するイントラネットとその構成技術も取り上げます。

ルーティングのしくみについて説明できる。 3 20 23 

ポート番号の役割について説明できる。 3 20 23 

DNS の動作について説明できる。 2 20 22 

電子メールのしくみについて説明できる。 2 20 22 

ネットワークの主要なコマンドを利用できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 80 10 0 0 100

情
報
理
論

２ ４

情報の量 ( ビット ) の定義を行い、情報量の計算をして、
自己情報量や平均情報量を算出します。また、効率のよ
い符号化について学び、さらに、送信されてきた情報を
受信側でチェックし誤りのある場合にはそれを受信側で
訂正できる符号化法についても学習します。

自己情報量が説明できる。 20 20

エントロピーを求めることができる。 20 20

通信系のモデルについて説明できる。 20 20

マルコフ情報源について説明できる。 20 20

２元対称通信路について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

オ
ー
ト
マ
ト
ン
・
言
語
理
論

２ ４

オートマトン理論に関して、有限オートマトンとそれを
拡張したプッシュダウンオートマトンを学びます。また、
言語理論に関して、有限オートマトンに対応する正規文
法、プッシュダウンオートマトンに対応する文脈自由文
法、これらの文法により生成される正規言語・文脈自由
言語を学びます。

有限オートマトンに対する状態遷移図を構成できる。 20 20

非決定性有限オートマトンから等価な決定性有限オートマトンを構
成できる。 20 20

最簡形の有限オートマンを構成できる。 20 20

有限オートマトンから正規文法を構成できる。 20 20

正規文法から有限オートマトンを構成できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

電
気
回
路
１

２ 2

電気回路はあらゆる電子機器に不可欠であり、情報系学
生も学ばなければならない重要な技術です。この授業で
は、抵抗、コイル、コンデンサを用いた基本的な交流回
路に関する最低限身につけて欲しい常識を演習を交えて
学びます。

正弦波交流電圧および電流の各波形を描くことができる。 10 10 20

正弦波交流電圧および電流の実効値が理解できる。 10 10 20

リアクタンスおよびインピーダンスが理解できる。 10 10 20

正弦波交流の電圧、電流の位相角が理解できる。 10 10 20

有効電力、無効電力、皮相電力の関係が理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

電
気
回
路
２

２ ３

１年次で学習した「基礎電気回路」および「電気回路１」
を基礎として、複素数を用いて電圧や電流を表すベクト
ル記号法について学びます。また、交流回路の基本的な
計算方法や法則、複雑な回路の電圧や電流を求めるため
の回路解析法について学びます。

複素数の基本的な計算ができる。 10 10 

静電容量および自己インダクタンスの複素数表示がわかる。 10 10 20 

R、L、C の直並列回路の合成インピーダンスおよび合成アドミタン
スを求めることができる。 10 10 20 

R、L、C の直列回路および並列回路の共振がわかる。 10 5 15 

交流ブリッジ回路の平衡条件がわかる。 10 5 15 

閉路電流法および節点電圧法によって回路方程式を求めることがで
きる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 40 0 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム

２ ３
オペレーティングシステム（OS）の種類と，その基本機
能について学びます。特にサーバでよく使われる UNIX-
OS のコマンドについて一部実習を通じて学び、パソコ
ン OS(Windows）との違いを具体的に理解します。

OS の役割を説明できる。 5 15 20

マルチプログラミングを説明できる。 5 15 20

割り込みを説明できる。 5 15 20

メモリ管理手法を説明できる。 5 15 20

UNIX の代表的なコマンドを列挙できる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 60 15 5 0 100 

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
1

２ ３

コンピュータネットワークのアーキテクチャ、OSI 参照
モデル、プロトコル、インターネットの成り立ちなどを
学ぶと共に、その構成とアプリケーションを学び、正し
い利用法を知ります。またローカルエリアネットワーク
の構成を学び、将来を展望します。

クライアントサーバモデルを説明できる。 2 18 20

パケット交換・回線交換の利点・欠点を説明できる。 2 18 20

CSI 参照モデル・TCP/IP モデルを説明できる。 2 18 20

MAC アドレスの構成を説明できる。 2 18 20

IP アドレス・ネットワスクの役割を説明できる。 2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 100 

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
2

２ ４

インターネットの基本技術ならびに応用技術を理解しま
す。次世代インターネット標準である IPv6 技術の概要と、
応用技術としての音声中継で利用される VoIP 技術を学
びます。また、企業間で特定メンバーのみを接続対象と
するイントラネットとその構成技術も取り上げます。

ルーティングのしくみについて説明できる。 3 20 23 

ポート番号の役割について説明できる。 3 20 23 

DNS の動作について説明できる。 2 20 22 

電子メールのしくみについて説明できる。 2 20 22 

ネットワークの主要なコマンドを利用できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 80 10 0 0 100

情
報
理
論

２ ４

情報の量 ( ビット ) の定義を行い、情報量の計算をして、
自己情報量や平均情報量を算出します。また、効率のよ
い符号化について学び、さらに、送信されてきた情報を
受信側でチェックし誤りのある場合にはそれを受信側で
訂正できる符号化法についても学習します。

自己情報量が説明できる。 20 20

エントロピーを求めることができる。 20 20

通信系のモデルについて説明できる。 20 20

マルコフ情報源について説明できる。 20 20

２元対称通信路について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

オ
ー
ト
マ
ト
ン
・
言
語
理
論

２ ４

オートマトン理論に関して、有限オートマトンとそれを
拡張したプッシュダウンオートマトンを学びます。また、
言語理論に関して、有限オートマトンに対応する正規文
法、プッシュダウンオートマトンに対応する文脈自由文
法、これらの文法により生成される正規言語・文脈自由
言語を学びます。

有限オートマトンに対する状態遷移図を構成できる。 20 20

非決定性有限オートマトンから等価な決定性有限オートマトンを構
成できる。 20 20

最簡形の有限オートマンを構成できる。 20 20

有限オートマトンから正規文法を構成できる。 20 20

正規文法から有限オートマトンを構成できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

電
気
回
路
１

２ 2

電気回路はあらゆる電子機器に不可欠であり、情報系学
生も学ばなければならない重要な技術です。この授業で
は、抵抗、コイル、コンデンサを用いた基本的な交流回
路に関する最低限身につけて欲しい常識を演習を交えて
学びます。

正弦波交流電圧および電流の各波形を描くことができる。 10 10 20

正弦波交流電圧および電流の実効値が理解できる。 10 10 20

リアクタンスおよびインピーダンスが理解できる。 10 10 20

正弦波交流の電圧、電流の位相角が理解できる。 10 10 20

有効電力、無効電力、皮相電力の関係が理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

電
気
回
路
２

２ ３

１年次で学習した「基礎電気回路」および「電気回路１」
を基礎として、複素数を用いて電圧や電流を表すベクト
ル記号法について学びます。また、交流回路の基本的な
計算方法や法則、複雑な回路の電圧や電流を求めるため
の回路解析法について学びます。

複素数の基本的な計算ができる。 10 10 

静電容量および自己インダクタンスの複素数表示がわかる。 10 10 20 

R、L、C の直並列回路の合成インピーダンスおよび合成アドミタン
スを求めることができる。 10 10 20 

R、L、C の直列回路および並列回路の共振がわかる。 10 5 15 

交流ブリッジ回路の平衡条件がわかる。 10 5 15 

閉路電流法および節点電圧法によって回路方程式を求めることがで
きる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 40 0 0 0 100
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

情
報
演
習
Ａ

４ ３

コンピュータを中心とする情報機器の基礎となる電気・
電子回路について講義と演習を通して学習します。授業
では、基本的な電気・電子回路の動作原理や特性、電圧・
電流等の計測手法や計測機器の操作方法について学びま
す。

抵抗回路の合成抵抗の計算ができる。 10 5 15 

ブリッジ回路の平衡条件がわかる。 10 5 15 

抵抗、コイル、コンデンサの交流特性がわかる。 10 5 15 

ダイオード、トランジスタ、オペアンプの基本的な機能がわかる。 10 5 15 

電圧や電流の測定方法がわかる。 10 10 20 

テスタやオシロスコープの基本的な操作方法がわかる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 20 20 20 0 100

情
報
演
習
Ｂ

４ ４
コンピュータや情報機器を構成する論理回路に関する基
礎的な事項について学習します。授業では、講義および
演習に加えて、ディジタル IC を使用した回路製作の実習
を通してハードウェア技術の基礎を体験的に学びます。

ブール代数の定理やカルノー図を用いて論理式を簡単化できる。 10 10 20 

真理値表を論理式で表すことができる。 10 10 20 

フリップフロップの機能がわかる。 10 10 20 

カウンタの機能がわかる。 10 10 20 

基本的なディジタル IC の機能や使用方法がわかる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 10 10 0 100

情
報
演
習
Ｃ

４
5
・﹇
6
﹈

音声信号の作成方法と記録方法、音声の認識と合成、画
像処理プログラミングについて学びます。また、発展課
題を設けて、調査・研究した事柄についてプレゼンテー
ション形式で発表します。

平均率音階の周波数を計算できる。 20 20

ファイル内の数値から音声波形を再現できる。 20 20

画像処理の基本的な技術について説明できる。 20 20

顔検出・顔認識プログラムを作成できる。 20 20

プレゼンテーション形式で調査内容を発表できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 100

情
報
演
習
Ｄ

４

﹇
5
﹈・
6

C 言語によるマイコン搭載ライントレースカーの制御、
コンピュータネットワークの接続と設定について学びま
す。また、発展課題を設けて、調査・研究した事柄につ
いてプレゼンテーション形式で発表します。

マイコン特有の C 言語記述方法を理解できる。 20 20

マイコンによる制御プログラムが作成できる。 20 20

IP アドレスやネットマスクについて説明できる。 20 20

Linux におけるネットワークの設定方法を説明できる。 20 20

プレゼンテーション形式で調査内容を発表できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 100 

展
開
科
目

共
通

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学

２ ５

大規模なソフトウェアを工学的なアプローチで開発する
ための方法であるソフトウェア工学について学習します。
構造化分析・設計手法とオブジェクト指向分析・設計手
法を中心に、ソフトウェア開発に必要な知識を学習しま
す。

ソフトウェア開発プロセスを説明できる。 20 20
要求分析における基本事項を説明できる。 20 20
構造化分析手法の手順を示すことができる。 20 20
オブジェクト指向分析・設計手法の手順を示すことができる。 20 20

ソフトウェアのテスト手法を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

コ
ン
パ
イ
ラ
構
成
法

２ ５

コンパイラは、プログラミング言語で記述されたソース
プログラムを機械語プログラムに翻訳するソフトウェア
です。コンパイラを構成するための技術体系として、コ
ンパイラの構成を理解した後、コンパイラの中核技術と
なる字句解析・構文解析・意味解析・コード生成の技法
について学習します。

コンパイラの構成を説明できる。 20 20

コンパイラの字句解析技法を説明できる。 20 20

コンパイラの構文解析技法を説明できる。 20 20

コンパイラの意味解析技法を説明できる。 20 20

コンパイラのコード生成技法を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指
向

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ 6
Java 言語を用いたプログラミングについて学習します。
C 言語に類似した部分と、C 言語にはない部分を理解し、
オブジェクト指向プログラミングの技術を学習します。

C 言語と Java 言語の違いのポイントを説明できる。 10 5 5 20

メソッドとその多重定義について説明できる。 5 10 5 20

クラスとインスタンスの違いを説明できる。 5 10 5 20

継承の意味と意義を説明できる。 5 10 5 20

オブジェクト指向の意義を説明できる。 5 10 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 45 25 0 0 100

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

２ 6

データベースのモデル論とシステム論を学習します。モ
デル論としては、基本概念、関係データモデル、データベー
ス言語ＳＱＬ、データベースの設計法を学びます。さらに、
システム論として、データベースシステムの主要な構築
技術を学びます。

関係データモデルを説明できる 10 20

関係代数の演算を説明できる。 20 20

関係データベース言語ＳＱＬを使って問合せを作成できる。 10 20 20

関係スキーマを設計できる。 20 20

データベースのシステム化技術を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

情
報
演
習
Ａ

４ ３

コンピュータを中心とする情報機器の基礎となる電気・
電子回路について講義と演習を通して学習します。授業
では、基本的な電気・電子回路の動作原理や特性、電圧・
電流等の計測手法や計測機器の操作方法について学びま
す。

抵抗回路の合成抵抗の計算ができる。 10 5 15 

ブリッジ回路の平衡条件がわかる。 10 5 15 

抵抗、コイル、コンデンサの交流特性がわかる。 10 5 15 

ダイオード、トランジスタ、オペアンプの基本的な機能がわかる。 10 5 15 

電圧や電流の測定方法がわかる。 10 10 20 

テスタやオシロスコープの基本的な操作方法がわかる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 20 20 20 0 100

情
報
演
習
Ｂ

４ ４
コンピュータや情報機器を構成する論理回路に関する基
礎的な事項について学習します。授業では、講義および
演習に加えて、ディジタル IC を使用した回路製作の実習
を通してハードウェア技術の基礎を体験的に学びます。

ブール代数の定理やカルノー図を用いて論理式を簡単化できる。 10 10 20 

真理値表を論理式で表すことができる。 10 10 20 

フリップフロップの機能がわかる。 10 10 20 

カウンタの機能がわかる。 10 10 20 

基本的なディジタル IC の機能や使用方法がわかる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 10 10 0 100

情
報
演
習
Ｃ

４
5
・﹇
6
﹈

音声信号の作成方法と記録方法、音声の認識と合成、画
像処理プログラミングについて学びます。また、発展課
題を設けて、調査・研究した事柄についてプレゼンテー
ション形式で発表します。

平均率音階の周波数を計算できる。 20 20

ファイル内の数値から音声波形を再現できる。 20 20

画像処理の基本的な技術について説明できる。 20 20

顔検出・顔認識プログラムを作成できる。 20 20

プレゼンテーション形式で調査内容を発表できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 100

情
報
演
習
Ｄ

４

﹇
5
﹈・
6

C 言語によるマイコン搭載ライントレースカーの制御、
コンピュータネットワークの接続と設定について学びま
す。また、発展課題を設けて、調査・研究した事柄につ
いてプレゼンテーション形式で発表します。

マイコン特有の C 言語記述方法を理解できる。 20 20

マイコンによる制御プログラムが作成できる。 20 20

IP アドレスやネットマスクについて説明できる。 20 20

Linux におけるネットワークの設定方法を説明できる。 20 20

プレゼンテーション形式で調査内容を発表できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 100 

展
開
科
目

共
通

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学

２ ５

大規模なソフトウェアを工学的なアプローチで開発する
ための方法であるソフトウェア工学について学習します。
構造化分析・設計手法とオブジェクト指向分析・設計手
法を中心に、ソフトウェア開発に必要な知識を学習しま
す。

ソフトウェア開発プロセスを説明できる。 20 20
要求分析における基本事項を説明できる。 20 20
構造化分析手法の手順を示すことができる。 20 20
オブジェクト指向分析・設計手法の手順を示すことができる。 20 20

ソフトウェアのテスト手法を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

コ
ン
パ
イ
ラ
構
成
法

２ ５

コンパイラは、プログラミング言語で記述されたソース
プログラムを機械語プログラムに翻訳するソフトウェア
です。コンパイラを構成するための技術体系として、コ
ンパイラの構成を理解した後、コンパイラの中核技術と
なる字句解析・構文解析・意味解析・コード生成の技法
について学習します。

コンパイラの構成を説明できる。 20 20

コンパイラの字句解析技法を説明できる。 20 20

コンパイラの構文解析技法を説明できる。 20 20

コンパイラの意味解析技法を説明できる。 20 20

コンパイラのコード生成技法を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指
向

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ 6
Java 言語を用いたプログラミングについて学習します。
C 言語に類似した部分と、C 言語にはない部分を理解し、
オブジェクト指向プログラミングの技術を学習します。

C 言語と Java 言語の違いのポイントを説明できる。 10 5 5 20

メソッドとその多重定義について説明できる。 5 10 5 20

クラスとインスタンスの違いを説明できる。 5 10 5 20

継承の意味と意義を説明できる。 5 10 5 20

オブジェクト指向の意義を説明できる。 5 10 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 45 25 0 0 100

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

２ 6

データベースのモデル論とシステム論を学習します。モ
デル論としては、基本概念、関係データモデル、データベー
ス言語ＳＱＬ、データベースの設計法を学びます。さらに、
システム論として、データベースシステムの主要な構築
技術を学びます。

関係データモデルを説明できる 10 20

関係代数の演算を説明できる。 20 20

関係データベース言語ＳＱＬを使って問合せを作成できる。 10 20 20

関係スキーマを設計できる。 20 20

データベースのシステム化技術を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 100
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

共
通

分
散
処
理

２ 7

分散システムを理論的に捉え、いくつかの問題やそれを
解決する分散アルゴリズムについて学習します。分散ア
ルゴリズムの持つ本質的な性質を理解し、分散システム
上での新たなサービスの開発や提案のための基礎知識を
身に付けます。

分散システムとそのモデルを理解し説明できる。 20 20

分散アルゴリズムとその評価尺度を理解し説明できる。 20 20

分散システム固有の問題とその解決法を列挙できる。 20 20

分散システムの非同期性と局所性を理解し説明できる。 20 20

分散システム上での故障について理解し説明できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

信
号
処
理
基
礎

２ ４

信号処理とは時間的あるいは空間的に変化する情報を、
数学的手法を用いてある目的に適合するように加工する
ことである。この授業では、その基礎的位置づけとして、
連続時間（アナログ量）に対する信号の表現方法や、信
号の特性を把握するための数学について学びます。

周波数と周期の関係がわかる。 10 5 15

信号の大きさと位相がわかる。 10 5 15

フーリエ級数展開の物理的意味がわかる。 10 5 5 20

オイラーの公式を使って複素正弦波が説明できる。 10 10

フーリエ級数展開を使って周波数スペクトルを求めることができる。 10 5 5 20

フーリエ変換の物理的意味がわかる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 10 10 5 15 100

デ
ィ
ジ
タ
ル
信
号
処
理

２ ５
フーリエ変換・ラプラス変換とその離散版および標本化
定理など信号処理の基礎を学んだ上で、それらの応用と
して、周波数分析や離散時間システム（ディジタル・フィ
ルタ）について学びます。

離散フーリエ変換を知っている。 10 15 25

z 変換を知っている。 10 15 25

システムの極と安定性がわかる。 5 20 25

ディジタル・フィルタのブロック図がわかる。 5 20 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 70 20 20 0 100

デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路

２ ５
情報機器を構成する実用的なディジタル回路の実現に必
要な、デコーダやマルチプレクサなどの各種組合せ回路
や、カウンタやシフトレジスタなどの順序回路の機能や
特徴およびそれらの設計方法について学びます。

エンコーダ、デコーダの機能がわかる。 10 10 20

マルチプレクサ、デマルチプレクサの機能がわかる。 10 10 20

非同期式カウンタの仕組みがわかる。 10 10 20

同期式カウンタの仕組みがわかる。 10 10 20

シフトレジスタの機能がわかる。 10 10 20

シフトレジスタの機能がわかる。 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 10 10 0 100

電
子
回
路

２ ６

電子デバイスの基礎となる半導体の性質、電子回路を構
成するダイオードやトランジスタなどの電子デバイスの
仕組み、基本的な増幅回路の動作原理およびその解析方
法、代表的なアナログ IC であるオペアンプについて学び
ます。

ダイオードの仕組みがわかる。 10 10 20

MOSFET の仕組みがわかる。 10 10 20

バイポーラトランジスタの仕組みがわかる。 10 10 20

基本的な増幅回路の動作原理がわかる。 10 10 20

オペアンプの特徴および主な応用回路がわかる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

情
報
シ
ス
テ
ム
最
新
技
術

２ 7

情報システムの中核を成すコンピュータやネットワーク
および情報処理技術は日進月歩で発展し、変化していま
す。この講義では、最新のコンピュータやネットワーク
および情報処理技術について、原理、構成、応用、発展
可能性などを学び、卒業後も継続的に学ぶ姿勢を身につ
け、技術者として長く活躍できることを目指します。

コンピュータやネットワークの進歩の歴史を説明できること。 10 10

最新の情報システムの利用動向に関して説明できること。 30 30

最新の情報システムによる制御技術動向について説明できること。 30 30

最新の情報システムの応用技術動向について説明できること。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

Ｃ
Ａ
Ｄ

２ 7
ＣＡＤ機能の理解とＣＡＤ作図法の基本について学び、
ＣＡＤを用いた電気・電子回路の作図を通して製図に関
する規格や図記号について学びます。

AutoCAD の基本操作ができる。 30 30 

製図の基本的なルールがわかる。 30 30 

CAD を用いて機械部品を製図することができる。 20 20 

CAD を用いて電気・電子回路図を製図することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
系

制
御
工
学

２ ５
制御とは機械やロボットを思い通りに動かすために必要
となる要素技術です。この授業では、制御を行なう対象
がどのような特性を有するのかを解析する手法と、制御
をするための方法について学びます。

制御対象をモデル化することができる。 5 5 5 15

状態変数や極の物理的意味がわかる。 10 5 15

制御ができるための条件がわかる。 10 5 15

制御系の安定性を確認することができる。 10 5 15

状態フィードバック制御を使って極を配置することができる。 10 5 5 20

制御系を最適化する方法がわかる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 20 15 0 15 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

共
通

分
散
処
理

２ 7

分散システムを理論的に捉え、いくつかの問題やそれを
解決する分散アルゴリズムについて学習します。分散ア
ルゴリズムの持つ本質的な性質を理解し、分散システム
上での新たなサービスの開発や提案のための基礎知識を
身に付けます。

分散システムとそのモデルを理解し説明できる。 20 20

分散アルゴリズムとその評価尺度を理解し説明できる。 20 20

分散システム固有の問題とその解決法を列挙できる。 20 20

分散システムの非同期性と局所性を理解し説明できる。 20 20

分散システム上での故障について理解し説明できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

信
号
処
理
基
礎

２ ４

信号処理とは時間的あるいは空間的に変化する情報を、
数学的手法を用いてある目的に適合するように加工する
ことである。この授業では、その基礎的位置づけとして、
連続時間（アナログ量）に対する信号の表現方法や、信
号の特性を把握するための数学について学びます。

周波数と周期の関係がわかる。 10 5 15

信号の大きさと位相がわかる。 10 5 15

フーリエ級数展開の物理的意味がわかる。 10 5 5 20

オイラーの公式を使って複素正弦波が説明できる。 10 10

フーリエ級数展開を使って周波数スペクトルを求めることができる。 10 5 5 20

フーリエ変換の物理的意味がわかる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 10 10 5 15 100

デ
ィ
ジ
タ
ル
信
号
処
理

２ ５
フーリエ変換・ラプラス変換とその離散版および標本化
定理など信号処理の基礎を学んだ上で、それらの応用と
して、周波数分析や離散時間システム（ディジタル・フィ
ルタ）について学びます。

離散フーリエ変換を知っている。 10 15 25

z 変換を知っている。 10 15 25

システムの極と安定性がわかる。 5 20 25

ディジタル・フィルタのブロック図がわかる。 5 20 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 70 20 20 0 100

デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路

２ ５
情報機器を構成する実用的なディジタル回路の実現に必
要な、デコーダやマルチプレクサなどの各種組合せ回路
や、カウンタやシフトレジスタなどの順序回路の機能や
特徴およびそれらの設計方法について学びます。

エンコーダ、デコーダの機能がわかる。 10 10 20

マルチプレクサ、デマルチプレクサの機能がわかる。 10 10 20

非同期式カウンタの仕組みがわかる。 10 10 20

同期式カウンタの仕組みがわかる。 10 10 20

シフトレジスタの機能がわかる。 10 10 20

シフトレジスタの機能がわかる。 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 10 10 0 100

電
子
回
路

２ ６

電子デバイスの基礎となる半導体の性質、電子回路を構
成するダイオードやトランジスタなどの電子デバイスの
仕組み、基本的な増幅回路の動作原理およびその解析方
法、代表的なアナログ IC であるオペアンプについて学び
ます。

ダイオードの仕組みがわかる。 10 10 20

MOSFET の仕組みがわかる。 10 10 20

バイポーラトランジスタの仕組みがわかる。 10 10 20

基本的な増幅回路の動作原理がわかる。 10 10 20

オペアンプの特徴および主な応用回路がわかる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

情
報
シ
ス
テ
ム
最
新
技
術

２ 7

情報システムの中核を成すコンピュータやネットワーク
および情報処理技術は日進月歩で発展し、変化していま
す。この講義では、最新のコンピュータやネットワーク
および情報処理技術について、原理、構成、応用、発展
可能性などを学び、卒業後も継続的に学ぶ姿勢を身につ
け、技術者として長く活躍できることを目指します。

コンピュータやネットワークの進歩の歴史を説明できること。 10 10

最新の情報システムの利用動向に関して説明できること。 30 30

最新の情報システムによる制御技術動向について説明できること。 30 30

最新の情報システムの応用技術動向について説明できること。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

Ｃ
Ａ
Ｄ

２ 7
ＣＡＤ機能の理解とＣＡＤ作図法の基本について学び、
ＣＡＤを用いた電気・電子回路の作図を通して製図に関
する規格や図記号について学びます。

AutoCAD の基本操作ができる。 30 30 

製図の基本的なルールがわかる。 30 30 

CAD を用いて機械部品を製図することができる。 20 20 

CAD を用いて電気・電子回路図を製図することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
系

制
御
工
学

２ ５
制御とは機械やロボットを思い通りに動かすために必要
となる要素技術です。この授業では、制御を行なう対象
がどのような特性を有するのかを解析する手法と、制御
をするための方法について学びます。

制御対象をモデル化することができる。 5 5 5 15

状態変数や極の物理的意味がわかる。 10 5 15

制御ができるための条件がわかる。 10 5 15

制御系の安定性を確認することができる。 10 5 15

状態フィードバック制御を使って極を配置することができる。 10 5 5 20

制御系を最適化する方法がわかる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 20 15 0 15 100
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
系

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ
ン
シ
ン
グ

２ ５

家電製品などの民生品からロボットなどの産業機器に到
るまで、あらゆる機器にセンサが組み込まれており、セ
ンサは我々の生活を支えています。この講義では、セン
サの原理から、センサ信号をマイクロコンピュータに取
り込むまでの技術について学びます。

センシングの概念や単位・誤差が理解できる。 20 20 

よく使われているセンサの検出原理が理解できる。 20 20 

アナログ量をディジタル量に変換する AD 変換の原理が理解できる。 20 20 

画像によるセンシングの概要が理解できる。 20 20 

センサ信号の入力から表示までのブロック図を描くことができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 10 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

２ ６

ロボットをはじめとして、あらゆる機器・装置の制御に
はコンピュータが使われています。この講義では、コン
ピュータ制御の基礎となるフィードバック制御から、コ
ンピュータコントロール系の構成要素や機能などを学び
ます。

シーケンス制御系の構成要素をあげ、その構成・機能を説明できる。 20 20

フィードバック制御系の構成要素をあげ、その構成・機能を説明で
きる。 20 20

制御装置に制御用コンピュータを使う場合の利点をあげることがで
きる。 20 20

コンピュータ制御系の基本的構成要素をあげ、その機能を説明でき
る。 20 20

マイコン制御の応用事例を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

組
込
シ
ス
テ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ ６

自動車や通信情報機器等私たちの身の回りにはマイクロ
コンピュータを組込んだシステムが多く導入されていま
す。この講義では、よく利用されている組込みコンピュー
タを題材として取り上げ、C 言語で記述されたプログラ
ミング手法の理解をとおして、組込み系コンピュータの
機能，構造を学びます。

組込システムの基本的な仕組み（ハードウェア構成）を理解できる。 10 10 

マイコン用ヘッダファイルの記述内容が理解できる。 10 10 

汎用入出力プログラムの記述内容が理解できる。 20 10 30 

タイマ制御プログラムの記述内容が理解できる。 20 10 30 

割込みの動作内容が理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 100

リ
ア
ル
タ
イ
ム
シ
ス
テ
ム

２ 7

我々の身近な製品から産業機械にいたるまで，その動作
はリアルタイム性が重視され，リアルタイムシステムと
しての性質を持っています。本講義では，リアルタイム
システム構築に必要なソフトウェア（リアルタイム OS）
技術，ハードウェア技術，システム開発設計手法の基本
的な技術内容について学びます。

リアルタイムＯＳの導入メリットについて理解できる。 10 10 

リアルタイムＯＳの機能について理解できる。 20 20 

リアルタイムＯＳのスケジューリング技法について理解できる。 20 20 

マルチタスクのシーケンス図を表現できる。 20 20 40 

リアルタイムシステムを構成する基本ハードウェアについて理解で
きる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 20 0 0 100

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

２ ５
TCP/IP プロトコルスタックにおける様々な通信プロト
コルの動作について学習します。メールや Web などの代
表的なネットワークサービスを例題として、ネットワー
ク各層の働きを理解します。

TCP/IP ４層モデルの各レイヤの働きを説明できる。 10 10 20 
メール、Web などのアプリケーション層のプロトコルを説明できる。 20 20 

名前解決システムの構造を説明できる。 20 20 

TCP における輻輳制御の手法を説明できる。 20 20 

マルチキャスト・ルーティング・プロトコルの動作を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 100

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ン
ツ

２ ６

インターネットを介した情報発信および情報共有のしく
み、通信と放送の関係について具体例を通してネットワー
ク活用とその有用性について学びます。電子商取引技術・
情報セキュリティ・ネットワーク著作権についても触れ
ます

漢字コードとその構成を説明できる。 10 5 15

HTTP プロトコルについてその動作フローを説明できる。 5 10 5 20

メール転送に利用されるプロトフルの動作フローを説明できる。 15 5 20

メール拡張規格ＭＩＭＥについて説明できる。 15 5 20

XML が広い範囲で利用される理由が説明できる。 10 5 15

IP マルチキャストで動作するプロトフルについて説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 65 20 0 0 100

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ ６

TCP/IP に関する理解を深めるために、ソケットの概念、
IP アドレス、ポート番号など、ネットワークプログラミ
ングに必要な知識を学習します。さらに、サーバ・クラ
イアント形式のプログラムの作成とその動作確認により、
ネットワークプログラミングについて実習します。

ネットワークシステムのサーバクライアントモデルの原理が説明で
きる。 5 10 15 

TCP/IP の４層モデルの説明ができる。 5 10 15 

TCP と UDP の違いについて説明できる。 5 10 10 25 

ソケット通信プログラムの原理が説明できる。 10 15 25 

ポート番号の役割について説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 50 35 0 0 100

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

２ 7

情報ネットワークを安全面から支える情報セキュリティ
について学びます。まず、情報セキュリティの基礎とな
る暗号理論を学びます。暗号理論では、共通鍵暗号方式
と公開鍵暗号方式について学びます。さらに公開鍵基盤
について学びます。情報セキュリティでは、実際に利用
されている暗号化通信技術とその問題点について学びま
す。

共通鍵暗号方式を理解できる。 15 15 30 

公開鍵暗号方式を理解できる。 15 15 30 

公開鍵暗号基盤を理解できる。 10 10 

SSL/TLS を理解できる。 10 10 

情報セキュリティの 3 要素を理解できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 70 0 0 0 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
系

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ
ン
シ
ン
グ

２ ５

家電製品などの民生品からロボットなどの産業機器に到
るまで、あらゆる機器にセンサが組み込まれており、セ
ンサは我々の生活を支えています。この講義では、セン
サの原理から、センサ信号をマイクロコンピュータに取
り込むまでの技術について学びます。

センシングの概念や単位・誤差が理解できる。 20 20 

よく使われているセンサの検出原理が理解できる。 20 20 

アナログ量をディジタル量に変換する AD 変換の原理が理解できる。 20 20 

画像によるセンシングの概要が理解できる。 20 20 

センサ信号の入力から表示までのブロック図を描くことができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 10 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

２ ６

ロボットをはじめとして、あらゆる機器・装置の制御に
はコンピュータが使われています。この講義では、コン
ピュータ制御の基礎となるフィードバック制御から、コ
ンピュータコントロール系の構成要素や機能などを学び
ます。

シーケンス制御系の構成要素をあげ、その構成・機能を説明できる。 20 20

フィードバック制御系の構成要素をあげ、その構成・機能を説明で
きる。 20 20

制御装置に制御用コンピュータを使う場合の利点をあげることがで
きる。 20 20

コンピュータ制御系の基本的構成要素をあげ、その機能を説明でき
る。 20 20

マイコン制御の応用事例を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

組
込
シ
ス
テ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ ６

自動車や通信情報機器等私たちの身の回りにはマイクロ
コンピュータを組込んだシステムが多く導入されていま
す。この講義では、よく利用されている組込みコンピュー
タを題材として取り上げ、C 言語で記述されたプログラ
ミング手法の理解をとおして、組込み系コンピュータの
機能，構造を学びます。

組込システムの基本的な仕組み（ハードウェア構成）を理解できる。 10 10 

マイコン用ヘッダファイルの記述内容が理解できる。 10 10 

汎用入出力プログラムの記述内容が理解できる。 20 10 30 

タイマ制御プログラムの記述内容が理解できる。 20 10 30 

割込みの動作内容が理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 100

リ
ア
ル
タ
イ
ム
シ
ス
テ
ム

２ 7

我々の身近な製品から産業機械にいたるまで，その動作
はリアルタイム性が重視され，リアルタイムシステムと
しての性質を持っています。本講義では，リアルタイム
システム構築に必要なソフトウェア（リアルタイム OS）
技術，ハードウェア技術，システム開発設計手法の基本
的な技術内容について学びます。

リアルタイムＯＳの導入メリットについて理解できる。 10 10 

リアルタイムＯＳの機能について理解できる。 20 20 

リアルタイムＯＳのスケジューリング技法について理解できる。 20 20 

マルチタスクのシーケンス図を表現できる。 20 20 40 

リアルタイムシステムを構成する基本ハードウェアについて理解で
きる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 20 0 0 100

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

２ ５
TCP/IP プロトコルスタックにおける様々な通信プロト
コルの動作について学習します。メールや Web などの代
表的なネットワークサービスを例題として、ネットワー
ク各層の働きを理解します。

TCP/IP ４層モデルの各レイヤの働きを説明できる。 10 10 20 
メール、Web などのアプリケーション層のプロトコルを説明できる。 20 20 

名前解決システムの構造を説明できる。 20 20 

TCP における輻輳制御の手法を説明できる。 20 20 

マルチキャスト・ルーティング・プロトコルの動作を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 100

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ン
ツ

２ ６

インターネットを介した情報発信および情報共有のしく
み、通信と放送の関係について具体例を通してネットワー
ク活用とその有用性について学びます。電子商取引技術・
情報セキュリティ・ネットワーク著作権についても触れ
ます

漢字コードとその構成を説明できる。 10 5 15

HTTP プロトコルについてその動作フローを説明できる。 5 10 5 20

メール転送に利用されるプロトフルの動作フローを説明できる。 15 5 20

メール拡張規格ＭＩＭＥについて説明できる。 15 5 20

XML が広い範囲で利用される理由が説明できる。 10 5 15

IP マルチキャストで動作するプロトフルについて説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 65 20 0 0 100

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ ６

TCP/IP に関する理解を深めるために、ソケットの概念、
IP アドレス、ポート番号など、ネットワークプログラミ
ングに必要な知識を学習します。さらに、サーバ・クラ
イアント形式のプログラムの作成とその動作確認により、
ネットワークプログラミングについて実習します。

ネットワークシステムのサーバクライアントモデルの原理が説明で
きる。 5 10 15 

TCP/IP の４層モデルの説明ができる。 5 10 15 

TCP と UDP の違いについて説明できる。 5 10 10 25 

ソケット通信プログラムの原理が説明できる。 10 15 25 

ポート番号の役割について説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 50 35 0 0 100

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

２ 7

情報ネットワークを安全面から支える情報セキュリティ
について学びます。まず、情報セキュリティの基礎とな
る暗号理論を学びます。暗号理論では、共通鍵暗号方式
と公開鍵暗号方式について学びます。さらに公開鍵基盤
について学びます。情報セキュリティでは、実際に利用
されている暗号化通信技術とその問題点について学びま
す。

共通鍵暗号方式を理解できる。 15 15 30 

公開鍵暗号方式を理解できる。 15 15 30 

公開鍵暗号基盤を理解できる。 10 10 

SSL/TLS を理解できる。 10 10 

情報セキュリティの 3 要素を理解できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 70 0 0 0 100

33



科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系

通
信
工
学

２ ７

情報通信ネットワークのベースとなる情報の伝送、信号
の伝送に関する基礎概念の理解と、通信方式に関する知
識の習得を目的とし、通信システムの構成、各種アナロ
グ変調 ･ 復調方式およびディジタル信号伝送の基礎知識
を学びます。

変調と復調の役割がわかる。｠ 10 5 5 20

振幅変調がわかる。 5 5 5 5 25

搬送波抑圧振幅変調および単側波帯振幅変調がわかる。 10 5 5 20

周波数変調と位相変調がわかる。 5 5 5 5 20

パルス符合変調の概要がわかる。  10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 40 25 20 5 100

応
用
情
報
系

パ
タ
ー
ン
情
報
処
理

２ ５
本パターン情報処理講義において、パターン情報処理の
基本概念を説明し、基本構成 ( 前処理、特徴量、識別手
法な手法 ) を説明します。これらの基本要素の実問題へ
の適用方法を具体的に説明します。

パターン情報処理における処理過程 ( 前処理、特徴量、識別アルゴ
リズムなど ) を理解する。 20 10 30 

パターン情報処理で使用する数理的基礎を理解する。 10 10 20 

パターン情報処理における各種アルゴリズムを理解する。 10 10 20 
パターン情報処理が適用可能な実問題を理解する。 10 5 15 

実問題のパターン情報処理による解決方法を説明する。 5 10 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 35 5 10 0 100

音
声
画
像
処
理

２ ６
ディジタル信号処理の発展として、音声・画像のフーリ
エ変換、予測、フィルタリング、画像の特徴抽出法など
を学び、圧縮・合成・パターン認識など音声画像の豊富
な応用技術に向けて視野を広げます。

音声のスペクトルを説明できる。 5 20 25

線形予測分析を理解できる。 5 20 25

画像のフィルタリングを理解できる。 5 20 25

画像特徴抽出の考え方を理解できる。 5 20 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 80 0 0 0 100

自
然
言
語
処
理

２ ７
自然言語処理分野における諸技術として形態素解析・構
文解析・意味解析といった解析手法、意味表現・コーパ
スといった知識の表現方法、情報検索・対話処理といっ
た応用事例について学びます。

形態素解析について説明できる。 20 20 
構文解析について説明できる。 20 20 

意味解析について説明できる。 20 20 

情報検索や対話処理のような応用事例について説明できる。 20 20 

言語の関わる諸問題と自然言語処理の技術を関連付けることができ
る。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 100

人
工
知
能

２ ６
人工知能の基本的技術である探索、推論、知識の表現，
学習などを学び、また応用事例を学ぶことにより、人工
知能を一般に使われるようなあいまいなものでなく学術
分野で使われるときの意味を理解します。

人工知能分野における基礎的な諸技術について説明できる。  20 20

状態の適切なモデル化ができる。 10 10  20

モデル毎の適切な解の探索方法について説明できる。 20   20

機械学習の各種手法について説明できる。 20   20

人工知能分野における諸技術と応用事例との関連を説明できる。 20   20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 100
ソ
フ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

２ ７
コンピュータという機械による固い情報処理の限界を破
る試みとして、著しい前進を遂げつつある「柔らかい情
報処理」－ニューロ・ファジイ・遺伝的アルゴリズムに
よる情報処理－について学びます。

脳とニューロンモデルの関係を説明できる。 10 10 20

誤差逆伝搬法による学習を説明できる。 10 10 20

ニューラルネットによるパターン認識を説明できる。 10 10 20

ファジイ制御の考え方を説明できる。 10 10 20

遺伝的アルゴリズムの流れを説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 40 20 10 10 100

関
連
科
目

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

(

学
外
研
修)

２ ６

大学で学んだ専門分野に関係する企業や団体などで実務
を体験し、社会で情報技術がどのように活かされている
か、また企業や団体の活動がどのように進められている
かを理解します。この体験を残された大学での学習に生
かすとともに、将来の職業選択に生かします。

社会で情報技術がどのように活かされているか理解することができ
る。 10 15 25 

企業や団体の活動がどのように進められているかを理解することが
できる。 10 10 5 25 

企業や団体での体験を大学での学習に生かすことができる。 10 10 5 25 

企業や団体での体験を将来の職業選択に生かすことができる。 10 10 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 45 30 15 100

技
術
者
倫
理

２ ７

技術者には、技術が社会や環境にもたらす影響を考え、
倫理的に正しく行動することが求められています。この
授業では、討論形式で重大事故や失敗事例の具体的検討
を行い、技術者としての対応を探り、技術者の役割と倫
理的行動について理解します。

いわゆる「倫理」と「技術者倫理」の違いについて説明できる。 20 20

安全、安心、リスクという用語を説明できる。 20 20

技術が社会や環境に及ぼす影響を説明できる。 20 20

重大事故や失敗事例に対して、技術者としての対応の仕方について
討論ができる。 10 10 20

技術者の役割とその倫理的行動について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 0 20 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系

通
信
工
学

２ ７

情報通信ネットワークのベースとなる情報の伝送、信号
の伝送に関する基礎概念の理解と、通信方式に関する知
識の習得を目的とし、通信システムの構成、各種アナロ
グ変調 ･ 復調方式およびディジタル信号伝送の基礎知識
を学びます。

変調と復調の役割がわかる。｠ 10 5 5 20

振幅変調がわかる。 5 5 5 5 25

搬送波抑圧振幅変調および単側波帯振幅変調がわかる。 10 5 5 20

周波数変調と位相変調がわかる。 5 5 5 5 20

パルス符合変調の概要がわかる。  10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 40 25 20 5 100

応
用
情
報
系

パ
タ
ー
ン
情
報
処
理

２ ５
本パターン情報処理講義において、パターン情報処理の
基本概念を説明し、基本構成 ( 前処理、特徴量、識別手
法な手法 ) を説明します。これらの基本要素の実問題へ
の適用方法を具体的に説明します。

パターン情報処理における処理過程 ( 前処理、特徴量、識別アルゴ
リズムなど ) を理解する。 20 10 30 

パターン情報処理で使用する数理的基礎を理解する。 10 10 20 

パターン情報処理における各種アルゴリズムを理解する。 10 10 20 
パターン情報処理が適用可能な実問題を理解する。 10 5 15 

実問題のパターン情報処理による解決方法を説明する。 5 10 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 35 5 10 0 100

音
声
画
像
処
理

２ ６
ディジタル信号処理の発展として、音声・画像のフーリ
エ変換、予測、フィルタリング、画像の特徴抽出法など
を学び、圧縮・合成・パターン認識など音声画像の豊富
な応用技術に向けて視野を広げます。

音声のスペクトルを説明できる。 5 20 25

線形予測分析を理解できる。 5 20 25

画像のフィルタリングを理解できる。 5 20 25

画像特徴抽出の考え方を理解できる。 5 20 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 80 0 0 0 100

自
然
言
語
処
理

２ ７
自然言語処理分野における諸技術として形態素解析・構
文解析・意味解析といった解析手法、意味表現・コーパ
スといった知識の表現方法、情報検索・対話処理といっ
た応用事例について学びます。

形態素解析について説明できる。 20 20 
構文解析について説明できる。 20 20 

意味解析について説明できる。 20 20 

情報検索や対話処理のような応用事例について説明できる。 20 20 

言語の関わる諸問題と自然言語処理の技術を関連付けることができ
る。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 100

人
工
知
能

２ ６
人工知能の基本的技術である探索、推論、知識の表現，
学習などを学び、また応用事例を学ぶことにより、人工
知能を一般に使われるようなあいまいなものでなく学術
分野で使われるときの意味を理解します。

人工知能分野における基礎的な諸技術について説明できる。  20 20

状態の適切なモデル化ができる。 10 10  20

モデル毎の適切な解の探索方法について説明できる。 20   20

機械学習の各種手法について説明できる。 20   20

人工知能分野における諸技術と応用事例との関連を説明できる。 20   20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 100
ソ
フ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

２ ７
コンピュータという機械による固い情報処理の限界を破
る試みとして、著しい前進を遂げつつある「柔らかい情
報処理」－ニューロ・ファジイ・遺伝的アルゴリズムに
よる情報処理－について学びます。

脳とニューロンモデルの関係を説明できる。 10 10 20

誤差逆伝搬法による学習を説明できる。 10 10 20

ニューラルネットによるパターン認識を説明できる。 10 10 20

ファジイ制御の考え方を説明できる。 10 10 20

遺伝的アルゴリズムの流れを説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 40 20 10 10 100

関
連
科
目

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

(

学
外
研
修)

２ ６

大学で学んだ専門分野に関係する企業や団体などで実務
を体験し、社会で情報技術がどのように活かされている
か、また企業や団体の活動がどのように進められている
かを理解します。この体験を残された大学での学習に生
かすとともに、将来の職業選択に生かします。

社会で情報技術がどのように活かされているか理解することができ
る。 10 15 25 

企業や団体の活動がどのように進められているかを理解することが
できる。 10 10 5 25 

企業や団体での体験を大学での学習に生かすことができる。 10 10 5 25 

企業や団体での体験を将来の職業選択に生かすことができる。 10 10 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 45 30 15 100

技
術
者
倫
理

２ ７

技術者には、技術が社会や環境にもたらす影響を考え、
倫理的に正しく行動することが求められています。この
授業では、討論形式で重大事故や失敗事例の具体的検討
を行い、技術者としての対応を探り、技術者の役割と倫
理的行動について理解します。

いわゆる「倫理」と「技術者倫理」の違いについて説明できる。 20 20

安全、安心、リスクという用語を説明できる。 20 20

技術が社会や環境に及ぼす影響を説明できる。 20 20

重大事故や失敗事例に対して、技術者としての対応の仕方について
討論ができる。 10 10 20

技術者の役割とその倫理的行動について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 0 20 100
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科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

関
連
科
目

知
的
財
産
権
論

２ 8

知的財産権の種類、権利の内容および知的財産権が守ら
れている法律について鳥瞰し、中でも最も重要な特許権
に関し、特許権取得までの手続き、特許権の存続期間，
特許実施権について学びます。さらに特許権係争事例を
通じて知的財産権の重要性を学びます。

知的財産権の種類と知的財産制度の基礎となる法律がわかる。 15 15 

企業での特許制度活用状況がわかる。 15 15 

特許権の出願から特許権取得までの手続きがわかる。 15 15 

特許権の内容と活用について説明できる。 15 15 

実用新案制度、意匠制度、商標制度と特許制度の違いがわかる。 20 20 

コンピュータソフト関連の発明を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

卒
業
研
究

セ
ミ
ナ
１

２ ７ 卒業研究の指導教員の下で、卒業研究に沿ったテーマや、
卒業研究に関連した専門分野の知識の向上を図ります。

卒業研究の基礎となる知識や技術がわかる。 20 20 20 20 80 
卒業研究に関連したツールや装置を活用できる。 20 20 

0 

0 

 0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 20 20 20 20 100

セ
ミ
ナ
２

２ 8
セミナ１に続いて、卒業研究の指導教員の下で、卒業研
究に沿ったテーマや、卒業研究に関連した専門分野の知
識の向上を図ります。

卒業研究の基礎となる知識や技術がわかる。 20 20 20 20 80

卒業研究に関連したツールや装置を活用できる。 20 20

0

0

 0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 20 20 20 20 100

卒
業
研
究

６
7
・
8

卒業研究の指導教員の下で特定の研究テーマに関して、
実験、シミュレーション、解析、設計、調査等を行い、
技術者としてのレベルアップを図ります。卒業研究が進
んだ段階では、研究テーマについてのディスカッション
や発表を行います。

卒業研究の内容に不可欠な知識や技術を理解している。 10 20 20 20 70

卒業研究の内容を卒業論文にまとめて発表できる。 10 10 10 30

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 30 20 30 100

科
目
群

区　
　

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修

選
択

自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

関
連
科
目

知
的
財
産
権
論

２ 8

知的財産権の種類、権利の内容および知的財産権が守ら
れている法律について鳥瞰し、中でも最も重要な特許権
に関し、特許権取得までの手続き、特許権の存続期間，
特許実施権について学びます。さらに特許権係争事例を
通じて知的財産権の重要性を学びます。

知的財産権の種類と知的財産制度の基礎となる法律がわかる。 15 15 

企業での特許制度活用状況がわかる。 15 15 

特許権の出願から特許権取得までの手続きがわかる。 15 15 

特許権の内容と活用について説明できる。 15 15 

実用新案制度、意匠制度、商標制度と特許制度の違いがわかる。 20 20 

コンピュータソフト関連の発明を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

卒
業
研
究

セ
ミ
ナ
１

２ ７ 卒業研究の指導教員の下で、卒業研究に沿ったテーマや、
卒業研究に関連した専門分野の知識の向上を図ります。

卒業研究の基礎となる知識や技術がわかる。 20 20 20 20 80 
卒業研究に関連したツールや装置を活用できる。 20 20 

0 

0 

 0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 20 20 20 20 100

セ
ミ
ナ
２

２ 8
セミナ１に続いて、卒業研究の指導教員の下で、卒業研
究に沿ったテーマや、卒業研究に関連した専門分野の知
識の向上を図ります。

卒業研究の基礎となる知識や技術がわかる。 20 20 20 20 80

卒業研究に関連したツールや装置を活用できる。 20 20

0

0

 0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 20 20 20 20 100

卒
業
研
究

６
7
・
8

卒業研究の指導教員の下で特定の研究テーマに関して、
実験、シミュレーション、解析、設計、調査等を行い、
技術者としてのレベルアップを図ります。卒業研究が進
んだ段階では、研究テーマについてのディスカッション
や発表を行います。

卒業研究の内容に不可欠な知識や技術を理解している。 10 20 20 20 70

卒業研究の内容を卒業論文にまとめて発表できる。 10 10 10 30

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 30 20 30 100
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開講科目一覧＜人間科学科目群＞  

 

 

 

  

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

リベラルアーツ特別講義 2 ◎ 集中

リベラルアーツ実践演習Ａ 2 2 2

リベラルアーツ実践演習Ｂ 2 2 2

教養総合講座Ａ 2 2 2 　

教養総合講座Ｂ 2 2 2

9 90 3

102

（注）１．毎週授業時間数の[　]は、再履修者向けに開講することを示す。

32
28
[8]

44
[4]

42
[2]

42
[2]

42

Ｂ
グ
ル
ー

プ

ア

プ

ロ
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チ

学

問

へ

の

複

眼

的

合計

人
間
科
学
科
目
群

区分 授業科目
単位数

備考

   

■ 情報システム学科 
 

開講科目一覧＜人間科学科目群＞  

                                                

 

（次ページにつづく） 

  

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

ファースト・イヤー・セミナ 1 2 [2]

基礎英語セミナ 1 2 [2]

資格英語１ 1 2 [2]

資格英語２ 1 2 [2]

英語スキル１ 1 2 [2]

英語スキル２ 1 2 [2]

英語スキル３ 1 2 [2]

英語スキル４ 1 2 [2]

実践英語１ 1 　 2

実践英語２ 1 　 　 2

中国語入門１ 1 2

中国語入門２ 1 2

健康科学演習Ａ 1 2

健康科学演習Ｂ 1 2

日本文学Ａ 2 2 2

日本文学Ｂ 2 2 2

外国文学Ａ 2 2 2 2

外国文学Ｂ 2 2 2 2

哲学Ａ 2 2 2 2

哲学Ｂ 2 2 2 2

文化人類学Ａ 2 2 2

文化人類学Ｂ 2 2 2

歴史学Ａ 2 2 2 2

歴史学Ｂ 2 2 2 2

心理学Ａ 2 2 2 2

心理学Ｂ 2 2 2 2

教育原理 2 2

教育心理学 2 2

政治学Ａ 2 2 2 　 2

政治学Ｂ 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2

経済学Ｂ 2 2 2 2

法学Ａ 2 2 2

法学Ｂ 2 2 　 2

社会学Ａ 2 2 2 　 2

社会学Ｂ 2 2 2 2

社会調査の方法Ａ 2 2 2

社会調査の方法Ｂ 2 2 2

現代社会論Ａ 2 2 2

現代社会論Ｂ 2 2 2

教育社会学 2 2

健康科学Ａ 2 2 2 2

健康科学Ｂ 2 2 2 2

認知科学Ａ 2 2 2

認知科学Ｂ 2 2 2

環境科学Ａ 2 2 2

環境科学Ｂ 2 2 2

自然科学概論Ａ 2 2 2 2

自然科学概論Ｂ 2 2 　 2 2

生物学Ａ 2 2 2

生物学Ｂ 2 2 2

地球科学Ａ 2 2 2

地球科学Ｂ 2 2 2

区分 授業科目
単位数

備考

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー

プ

Ｂ
グ
ル
ー

プ

人
間
・
歴
史
文
化
・
こ
こ
ろ
の
理
解

国
際
情
勢
と
社
会
の
し
く
み

科

学

的

な

も

の

の

見

方

と

環

境

問

題
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開講科目一覧＜人間科学科目群＞ 

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

リベラルアーツ特別講義 2 ◎ 集中

リベラルアーツ実践演習Ａ 2 2 2

リベラルアーツ実践演習Ｂ 2 2 2

教養総合講座Ａ 2 2 2

教養総合講座Ｂ 2 2 2

9 90 3

102

（注）１．毎週授業時間数の[　]は、再履修者向けに開講することを示す。

32
28
[8]

44
[4]

42
[2]

42
[2]

42

Ｂ
グ
ル
ー

プ

ア

プ

ロ

ー

チ
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問
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の
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眼

的
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人
間
科
学
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区分 授業科目
単位数

備考
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開講科目一覧＜専門基礎科目群および専門科目群＞   

 

 

  

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

ネットワークシステム 2 2

ネットワークコンテンツ 2 2

ネットワークプログラミング 2 2

情報セキュリティ 2 2

通信工学 2 2

パターン情報処理 2 2

音声画像処理 2 2

自然言語処理 2 2

人工知能 2 2

ソフトコンピューティング 2 2

インターンシップ（学外研修） 2 ◎ 集中

技術者倫理 2 2

知的財産権論 2 2

セミナ１ 2 2

セミナ２ 2 2

卒業研究 6 ◎ ◎

30 82

112

幾何学１ 2 2

幾何学２ 2 2

数理統計学２ 2 2

応用解析１ 2 2

応用解析２ 2 2

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

代数系入門 2 2

情報化社会と情報倫理 2 2

情報化社会と職業 2 2

20

20

37 114 26

177

（注）１．毎週授業時間数の(　)は、同一科目を複数期に開講することを示す。
　　　２．毎週授業時間数の[　]は、再履修者向けに開講することを示す。
　　　３．｢卒業研究｣の単位認定は、8期とする。
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[4]

24
(4)

24
(4)

24
(6)

28
(4)

22 12

4 22 2 2

4
14
(2)

16
(2)

22
(4)

4

　
情
報
系

　
応
用

関連科目

卒業研究

小計

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク

系

情

報

自
由
科
目

小計

20

区分 授業科目
単位数

備考

   

開講科目一覧＜専門基礎科目群および専門科目群＞ 

 

（次ページにつづく） 

  

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

基礎数学セミナ 1 2 [2]
数学基礎 2 2 (2) 履修者指定
解析学１ 2 2 (2)
解析学２ 2 2 (2)
解析学３ 2 2 (2)
常微分方程式 2 2 (2)
線形代数１ 2 2
線形代数２ 2 2
線形代数３ 2 2
情報数学 2 2
確率・統計 2 2
情報統計学 2 2
基礎理科セミナ 1 2 [2]
力学 2 2
電磁気学 2 2
現代物理学１ 2 2
現代物理学２ 2 2
情報システム入門セミナ 1 2
情報概論 2 2
情報処理基礎 2 2
コンピュータハードウェア基礎 2 2
プログラミング入門 2 2
情報ネットワーク概論 2 2
基礎電気回路 2 2

7 32 6

45

プログラミング１ 2 2 (2)
プログラミング２ 2 2 (2)
アルゴリズムとデータ構造１ 2 2
アルゴリズムとデータ構造２ 2 2
数値計算法 2 2
コンピュータアーキテクチャ１ 2 2
コンピュータアーキテクチャ２ 2 2
オペレーティングシステム 2 2
情報ネットワーク１ 2 2
情報ネットワーク２ 2 2
情報理論 2 2
オートマトン・言語理論 2 2
電気回路１ 2 2
電気回路２ 2 2
情報演習Ａ 4 4
情報演習Ｂ 4 4
情報演習Ｃ 4 4 (4)
情報演習Ｄ 4 (4) 4
ソフトウェア工学 2 2
コンパイラ構成法 2 2
オブジェクト指向プログラミング 2 2
データベース 2 2
分散処理 2 2
信号処理基礎 2 2
ディジタル信号処理 2 2
ディジタル回路 2 2
電子回路 2 2
情報システム最新技術 2 2
ＣＡＤ 2 2

制御工学 2 2

コンピュータセンシング 2 2

コンピュータコントロール 2 2

組込システムプログラミング 2 2

リアルタイムシステム 2 2
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開
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礎
科
目
群

小計 22
12
(4)
[4]

8
(2)

6
(2) (2)
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開講科目一覧＜専門基礎科目群および専門科目群＞   

 

 

  

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

ネットワークシステム 2 2

ネットワークコンテンツ 2 2

ネットワークプログラミング 2 2

情報セキュリティ 2 2

通信工学 2 2

パターン情報処理 2 2

音声画像処理 2 2

自然言語処理 2 2

人工知能 2 2

ソフトコンピューティング 2 2

インターンシップ（学外研修） 2 ◎ 集中

技術者倫理 2 2

知的財産権論 2 2

セミナ１ 2 2

セミナ２ 2 2

卒業研究 6 ◎ ◎

30 82

112

幾何学１ 2 2

幾何学２ 2 2

数理統計学２ 2 2

応用解析１ 2 2

応用解析２ 2 2

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

代数系入門 2 2

情報化社会と情報倫理 2 2

情報化社会と職業 2 2

20

20

37 114 26

177

（注）１．毎週授業時間数の(　)は、同一科目を複数期に開講することを示す。
　　　２．毎週授業時間数の[　]は、再履修者向けに開講することを示す。
　　　３．｢卒業研究｣の単位認定は、8期とする。
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■ 情報デザイン学科 
 

開講科目一覧＜人間科学科目群＞  

                                         

 （次ページにつづく） 

  

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

ファースト・イヤー・セミナ 1 2 [2]

基礎英語セミナ 1 2 [2]

資格英語１ 1 2 [2]

資格英語２ 1 2 [2]

英語スキル１ 1 2 [2]

英語スキル２ 1 2 [2]

英語スキル３ 1 2 [2]

英語スキル４ 1 2 [2]

実践英語１ 1 　 2

実践英語２ 1 　 　 2

中国語入門１ 1 2

中国語入門２ 1 2

健康科学演習Ａ 1 2

健康科学演習Ｂ 1 2

日本文学Ａ 2 2 2

日本文学Ｂ 2 2 2

外国文学Ａ 2 2 2 2

外国文学Ｂ 2 2 2 2

哲学Ａ 2 2 2 2

哲学Ｂ 2 2 2 2

文化人類学Ａ 2 2 2

文化人類学Ｂ 2 2 2

歴史学Ａ 2 2 2 2

歴史学Ｂ 2 2 2 2

心理学Ａ 2 2 2 2

心理学Ｂ 2 2 2 2

教育原理 2 2

教育心理学 2 2

政治学Ａ 2 2 2 　 2

政治学Ｂ 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2

経済学Ｂ 2 2 2 2

法学Ａ 2 2 2

法学Ｂ 2 2 　 2

社会学Ａ 2 2 2 　 2

社会学Ｂ 2 2 2 2

社会調査の方法Ａ 2 2 2

社会調査の方法Ｂ 2 2 2

現代社会論Ａ 2 2 2

現代社会論Ｂ 2 2 2

教育社会学 2 2

健康科学Ａ 2 2 2 2

健康科学Ｂ 2 2 2 2

認知科学Ａ 2 2 2

認知科学Ｂ 2 2 2

環境科学Ａ 2 2 2

環境科学Ｂ 2 2 2

自然科学概論Ａ 2 2 2 2

自然科学概論Ｂ 2 2 　 2 2

生物学Ａ 2 2 2

生物学Ｂ 2 2 2

地球科学Ａ 2 2 2

地球科学Ｂ 2 2 2

区分 授業科目
単位数
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卒業の認定                                                               学学科科共共通通 

本学を卒業するために必要な単位数は 124 単位とし，各学部学科の定める卒業要件は，別に定める｡ 

4 年以上在学し，所定の授業科目を履修し，所定の単位を修得した者に対し学長は卒業を認定する｡ 

 

 

卒業研究履修・卒業基準                                                       学学科科共共通通 

【卒業研究履修基準】  

卒業研究を履修できる条件は次のとおりです。 

学年 必要な単位数（注１） 必要な科目（注２） 

23 生 
卒業要件として認められる単位のうち、１００単位以上修

得すること。 
情報システム入門セミナ 

基礎英語セミナ 

基礎数学セミナ 

基礎理科セミナ 

     注１） 人間科学科目群の科目については、必修科目と選択科目を合計して２７単位を超えることができません。 

     注２） 基礎英語セミナ、基礎数学セミナ、基礎理科セミナの３科目については、卒卒業業研研究究履履修修基基準準のの必必要要単単位位数数（（１１００００単単位位））ににはは含含みみまませせんんがが、、  

                  合合格格ししてていいるるここととがが必必要要でですす。。  

＜不合格者＞4 年次生に進級しますが，卒業研究は履修できません。 

 

【卒業要件】  

卒業に必要な要件は次のとおりです。 

学年 科目群 必要単位数 

23 生 

人間科学科目群 

以下の要件を全て満たすこと 

(1)必修科目 9 単位を含め 27 単位 

(2)人間・歴史文化・こころの理解から 2 単位以上 

(3)国際情勢と社会のしくみから 2 単位以上 

(4)科学的なものの見方と環境問題から 2 単位以上 

専門基礎科目群 必修科目 7 単位を含め 17 単位以上 
左記条件を満たし 

97 単位以上 
専門科目群 必修科目 30 単位 

＜不合格者＞次年度の前期で卒業資格を充足すれば前期末で卒業となります。 

 

 

他学部・他学科および学科内他専攻履修                                            学学科科共共通通 

【他学部・他学科履修】 

   工学部の各学科、情報デザイン学科及び総合情報学科の専門基礎科目群及び専門科目群の単位を修得した場合、修得した単位は、｢卒業に必要な単 

 位数｣に算入することはできない。 

 

先修条件について  

 カリキュラムを体系的、段階的に進めるために、授業科目によっては履修申請に際して、必要な要件（「先修条件」）がつく科目があります。 下記の科目

については、先修条件科目の単位の修得が条件になっていますので、先修条件の科目の単位を修得しないと履修申請することができませんので、注意し

てください。 

 

学年 区分 
先修条件を設定している科目 先修条件科目 

科目名 期 必選 科目名 期 必選 

23 生 専門科目群 

プログラミング２ 3[4] 必 プログラミング１ 2[3] 必 

オブジェクト指向プログラミング 6 選 プログラミング２ 3[4] 必 
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４４．．「「教教育育実実習習ＡＡ」」おおよよびび「「教教育育実実習習ＢＢ」」のの履履修修前前提提条条件件とと実実習習期期間間ににつついいてて  

 

１．履修前提条件について 

  ４年次に実施される「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」を履修するには，条件が定められており、原則と

して，３年次までの「教職に関する科目」のうち下表に掲げる科目を全て修得しなければ、実習に行

くことはできません。 

 

「教育実習Ａ」および「教育実習Ｂ」の履修に必要な科目一覧 

学年 前  期 後  期 

1 年 
教職論 

教育原理 
教育社会学 

2 年 教育心理学 
教育方法論 

教育課程論 

3 年 

教育実習指導（4 年次と併せて 1 単位） 

数学科教育法１（数学コース） 

情報科教育法１（情報コース） 

道徳教育の理論と実践 

（数学コースの中学校教諭免許状修得希望者） 

教育相談の理論と方法 

数学科教育法２（数学コース） 

情報科教育法２（情報コース） 

特別支援教育の理論と指導方法 

総合的な学習の時間の指導法 

    ※４年次には、「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」のほかにも、履修する必要のある科目がありますの 

      で、注意してください。 

 

2．実習期間について 

  免許状の種類により必要な教育実習期間が異なりますので、下記を参考にしてください。 

 

   (1)高等学校一種免許状を修得しようとする者は，2週間の教育実習を必要とし「教育実習Ｂ」を履修 

     しなければならない。 

 

   (2)中学校一種免許状を修得しようとする者は，原則 3 週間の教育実習を必要とし 

     「教育実習Ａ」「教育実習Ｂ」の両科目を履修しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教教職職課課程程  
  

11．．教教職職課課程程ににつついいてて  

  卒業後、教育職員を志望するものは、「教育職員免許法」に定める教育職員免許状を取得する

必要があります。そのためには、卒業に必要な所定の単位を修得するとともに、所要条件を満たし、

かつ所定の単位修得し、申請することが必要になります。 

 

２２．．修修得得ででききるる免免許許状状ににつついいてて  

  教職課程を履修し、卒業と同時に申請し修得できる免許状は、下記のとおりです。 

コース 免許状の種類 免許教科 対象学科 

数学コース 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 
数学 情報システム学科 

情報コース 高等学校教諭一種免許状 情報 情報システム学科 

 

３３．．教教職職課課程程のの科科目目区区分分・・必必要要単単位位数数  

    教職課程科目は、【教員免許修得のための必修科目】【教育の基礎的理解に関する科目等】【教科及び教

科の指導法に関する科目】に大別され、それぞれの必要単位数は、下記のとおりになります。  

 

 教職課程科目の科目区分と必要単位数                      （数字は単位数） 

コース 
教員免許修得のための必修科目 

（教育職員免許法施行規則第６６条の６） 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

数学コース 
１０単位 

【表１】 

中学 ３１単位※ 

【表２－1】 

中学  ３６単位 

【表２－２】 

高校 ２７単位 

【表２－1】 

高校  ４０単位 

【表２－３】 

情報コース 
高校 ２７単位 

【表３－１】 

高校  ４０単位 

【表３－２】 

※「数学コース」履修者において，中学校教諭一種の免許状を修得しようとする者は，教職課程科

目の履修の他に，社会福祉施設と特別支援学校で、計 7 日以上の「介護等体験実習」を行う必

要があります。「介護等体験実習」とは，障がい者，高齢者に対する介護，介助，これらの人たちと

の交流等の体験を指します。「介護等体験実習」の参加に際しては、実習費として１万２千円が必

要になります。 

また、「介護等体験実習」を終了した者は，施設長からの体験証明書を免許状の申請に添えて教

育委員会に提出しなければなりません。 
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４４．．「「教教育育実実習習ＡＡ」」おおよよびび「「教教育育実実習習ＢＢ」」のの履履修修前前提提条条件件とと実実習習期期間間ににつついいてて  

 

１．履修前提条件について 

  ４年次に実施される「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」を履修するには，条件が定められており、原則と

して，３年次までの「教職に関する科目」のうち下表に掲げる科目を全て修得しなければ、実習に行

くことはできません。 

 

「教育実習Ａ」および「教育実習Ｂ」の履修に必要な科目一覧 

学年 前  期 後  期 

1 年 
教職論 

教育原理 
教育社会学 

2 年 教育心理学 
教育方法論 

教育課程論 

3 年 

教育実習指導（4 年次と併せて 1 単位） 

数学科教育法１（数学コース） 

情報科教育法１（情報コース） 

道徳教育の理論と実践 

（数学コースの中学校教諭免許状修得希望者） 

教育相談の理論と方法 

数学科教育法２（数学コース） 

情報科教育法２（情報コース） 

特別支援教育の理論と指導方法 

総合的な学習の時間の指導法 

    ※４年次には、「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」のほかにも、履修する必要のある科目がありますの 

      で、注意してください。 

 

2．実習期間について 

  免許状の種類により必要な教育実習期間が異なりますので、下記を参考にしてください。 

 

   (1)高等学校一種免許状を修得しようとする者は，2週間の教育実習を必要とし「教育実習Ｂ」を履修 

     しなければならない。 

 

   (2)中学校一種免許状を修得しようとする者は，原則 3 週間の教育実習を必要とし 

     「教育実習Ａ」「教育実習Ｂ」の両科目を履修しなければならない。 
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■ 情報システム学科 
 

「数学」（中学校教諭・一種免許状、高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２３生対象 

 
【表１】 教員免許修得のための必修科目 

科  目（単位数） 必要単位数 備  考 ※注１ 

「法学Ａ」（2 単位） 

「法学Ｂ」（2 単位） 
計 4 単位 「日本国憲法」に対応する科目 

「健康科学演習Ａ」（1 単位） 

「健康科学演習Ｂ」（1 単位） 
計 2 単位 「体育」に対応する科目 

「英語スキル３」（1 単位） 

「英語スキル４」（1 単位） 

「実践英語１」（1 単位） 

「実践英語２」（1 単位） 

左記科目の中から 

計 2 単位 

「外国語コミュニケーション」に 

対応する科目 

｢プログラミング入門｣（2 単位） 計 2 単位 「情報機器の操作」に対応する科目 

※注１ 教育職員免許法第 5 条別表第 1 備考第 4 号（文部省令で定める修得すべき科目）および施行規則 66 条の 6 関係     

 

【表２－１】 教育の基礎的理解に関する科目等 
毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次
必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

第三欄 教職論 2 2
教育原理　　★ 2 2
教育心理学　★ 2 2
教育社会学　★ 2 2
特別支援教育の理論と指導方法 2 2
教育課程論 2 2

第四欄 道徳教育の理論と実践 2 2 中1種免許のみ必修

総合的な学習の時間の指導法 1 1
特別活動の理論と方法 2 2
教育方法論 2 2
情報通信技術の活用 1 1
生徒・進路指導論 2 2
教育相談の理論と方法 2 2

第五欄 教育実習指導 1 1 1
教育実習Ａ 2 2 中1種免許のみ必修

教育実習Ｂ 2 2
教職実践演習(中等) 2 2

合計 中学校教免 31
高校教免 27

（注）１．★印の科目は人間科学科目群Ｂグループの卒業に必要な単位数に含むことができる。

授業科目
単位数

備考

4 3 5 7 44 2 3
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「数学」（中学校教諭・一種免許状、高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２３生対象 

【表２－２】教科及び教科の指導法に関する科目

ア．中学校教諭一種免許状

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

線形代数１ 2 2 代数学

線形代数２ 2 2

幾何学１ 2 2 幾何学

解析学１ 2 2 (2) 解析学

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

常微分方程式 2 2 (2)

応用解析１ 2 2

確率・統計 2 2 「確率論、統計学」

プログラミング１ 2 2 (2) コンピュータ

数学科教育法１ 2 2 各教科の指導法

数学科教育法２ 2 2

数学科教育法３ 2 2

数学科教育法４ 2 2

線形代数３ 2 2 代数学

代数系入門 2 2

幾何学２ 2 2 幾何学

応用解析２ 2 2 解析学

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

数理統計学２ 2 2 「確率論、統計学」

情報統計学 2 2 コンピュータ

数値計算法 2 2

情報理論 2 2

オートマトン・言語理論 2 2

合計 30 20 4
6
(2)

8
(4)

10
(2)

4
(2)

8 4 6

【表２－３】教科及び教科の指導法に関する科目

イ．高等学校教諭一種免許状

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

線形代数１ 2 2 代数学

線形代数２ 2 2

幾何学１ 2 2 幾何学

解析学１ 2 2 (2) 解析学

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

常微分方程式 2 2 (2)

応用解析１ 2 2

確率・統計 2 2 「確率論、統計学」

プログラミング１ 2 2 (2) コンピュータ

数学科教育法１ 2 2 各教科の指導法

数学科教育法２ 2 2

線形代数３ 2 2 代数学

代数系入門 2 2

幾何学２ 2 2 幾何学

応用解析２ 2 2 解析学

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

数理統計学２ 2 2 「確率論、統計学」

情報統計学 2 2 コンピュータ

数値計算法 2 2

情報理論 2 2

オートマトン・言語理論 2 2

合計 26 20 4
6
(2)

8
(4)

10
(2)

4
(2)

8 2 4

「免許法」で定め

られた最低修得

単位数

２４単位必修

必修１科目２単位

を含む合計８科

目１６単位以上修

得すること。

授業科目
単位数

免許法における

科目区分

「免許法」で定め

られた最低修得

単位数

２８単位必修

必修１科目２単位

を含む合計４科

目８単位以上修

得すること。

授業科目
単位数

免許法における

科目区分
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「情報」（高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２３生対象 

【表１】 教員免許修得のための必修科目 

科  目（単位数） 必要単位数 備  考 ※注１ 

「法学Ａ」（2 単位） 

「法学Ｂ」（2 単位） 
計 4 単位 「日本国憲法」に対応する科目 

「健康科学演習Ａ」（1 単位） 

「健康科学演習Ｂ」（1 単位） 
計 2 単位 「体育」に対応する科目 

「英語スキル３」（1 単位） 

「英語スキル４」（1 単位） 

「実践英語１」（1 単位） 

「実践英語２」（1 単位） 

左記科目の中から 

計 2 単位 

「外国語コミュニケーション」に 

対応する科目 

｢プログラミング入門｣（2 単位） 計 2 単位 「情報機器の操作」に対応する科目 

※注１教育職員免許法第 5 条別表第 1 備考第 4 号（文部省令で定める修得すべき科目）および施行規則 66 条の 6 関係

【表３－１】 教育の基礎的理解に関する科目等 

毎週授業時間数
1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期
第三欄 教職論 2 2

教育原理　　★ 2 2
教育心理学　★ 2 2
教育社会学　★ 2 2
特別支援教育の理論と指導方法 2 2
教育課程論 2 2

第四欄 総合的な学習の時間の指導法 1 1
特別活動の理論と方法 2 2
教育方法論 2 2
情報通信技術の活用 1 1
生徒・進路指導論 2 2
教育相談の理論と方法 2 2

第五欄 教育実習指導 1 1 1
教育実習Ｂ 2 2
教職実践演習(中等) 2 2

合計 27 4 2 3 4 1 5 5 4

（注）１．★印の科目は人間科学科目群Ｂグループの卒業に必要な単位数に含むことができる。

授業科目
単位数

備考
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「情報」（高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２３生対象 

 

【表３－２】 教科及び教科の指導法に関する科目 

 

 

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

2 2

2 2

2 2 (2)

2 2

2 2

2 2

2 2

4 4 (4)

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

4 4 (4)

2 2

2 2 情報と職業

2 2 各教科の指導法

2 2

32 28 2 8
4
(2)

22
10
(8)

8 6

コンピュータアーキテクチャ２

コンピュータアーキテクチャ１

プログラミング２

情報化社会と情報倫理

知的財産権論

授業科目
単位数

免許法における
科目区分

情報ネットワーク概論

アルゴリズムとデータ構造１

分散処理

リアルタイムシステム

データベース

ソフトウェア工学

オペレーティングシステム

オブジェクト指向プログラミング

コンピュータセンシング

ディジタル回路

コンパイラ構成法

情報演習Ｄ

アルゴリズムとデータ構造２

音声画像処理

ネットワークシステム

通信工学

ネットワークプログラミング

情報ネットワーク１

情報社会と
情報倫理

左記の科目中
から必修科目
を含む合計３６
単位以上修得
すること。

コンピュータ
及び情報処理

情報システム

情報通信
ネットワーク

マルチメディア
表現及び技術

合計

情報演習Ｃ

ＣＡＤ

情報化社会と職業

情報科教育法１

情報科教育法２
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